
アセタミプリド（案）  

1．品目名：アセタミプリド（acetamiprid）  

2．用途：殺虫剤   

ネオニコチノイド系の殺虫剤である。作用機構は、昆虫神経のシナプス後膜のニコチン  

性アセチルコリン受容体に作用し、シナプス伝達の遮断を起こし殺虫活性を示すとされる。  

3．化学名：   

（E）－Nl－［（6LChloro山3－pyridyl）methylトN2LCyanORNl－methylacetamidine（IUPAC）   

（E）－Nl－［（6－Chloro－3Lpyridinyl）methyl］「Ⅴ’－CyanO－N－methylethanimidamide（CAS）  

4．構造式及び物性  
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分子式  Cl。HllCIN4  

分子量  222．68  

水溶解度 4．25g／L（25℃）  

分配係数logl。Pow＝0．80（25℃）  

（メーカー提出資料より）   



5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本案の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

なお、今回の基準値の設定に合わせ、一部で使用方法等の   

されている。  

適用の変更と剤型の追加  が  

（1）アセタミプリド20％水溶剤  

アセタミデリドを含  

適用病害虫  本剤の  
作物名  

名   
希釈倍数  使用液量  使用時期   使用回数   む農薬の総使  

用回数   

アデラムシ類   

ミカンハモク÷りが  

アサヤミウマ類  

コナカイがラムシ  

類  

コ～マタやラカミキリ  

成虫  2000′－4000  

倍   200～  

コアオハナムク寸リ  700L／10a   
散布   

かんきつ  収穫14日  3回以内  
前まで   

アケヾハ類  

カメムシ類  

アカマルカイがラム  

シ  

ロウムシ類   

コナゾラミ類  
4000倍  

主幹から  
200～400  

コヾマタ～ラカミキリ  株元に散  
倍   75L／10a  

布   

アデラムシ類   

キヾンモンハモク～リ  

が  
2000～4000  

キンモンホリが  
倍   

シンクイムシ類  
200′・）  収穫前日  

りんご  カメムシ類  
700L／10a   まで   

匹享亘司  散布   匡亘亘司  

リンコヾヮタムシ  

クワコナカイがラム  

シ   
4000倍  

モモチョッキリリ寸ウ  

ムシ   

γ   



アセタミプリドを含  
適用病害虫  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期   
本剤の  

む農薬の総使  
使用回数   

用回数   

カメムシ類  

アデラムシ類   

なし  シンクイムシ類  匝頭   巨亘亘司  

クワコナカイがラムシ  

カキノヒメヨコハヾイ   
2000～4000  

アデラムシ類  収穫前日  
倍   

モモハモクヾりが  まで  

シンクイムシ類  

もも  ミカンキイロアサヾミ  3回以内  3回以内  

ウマ  

カメムシ類  

コスカシハ～   2000倍   

アデラムシ類   

モモハモク÷りが  

シンクイムシ類  
ネクタル  4000倍  

収穫3日  

ミカンキイロアサ÷ミ  

3回以内  
前まで  

3回以内  

ウマ  

カメムシ類   200～  

コナカイがラムシ  700L／10a  
散布  

類   
2000／、4000  

チャノキイロアザミ  
倍  

ウマ  
収穫14日  

前まで   2回以内  
ぶどう  ブタテンヒメ犯／、ヾィ  2回以内  

ツマク÷ロアオガスミ  

カメ   
2000倍  

ブドウトラカミキリ  
収穫後秋  

期   

カキクタヾァサ÷ミウ  

マ  

チャノキイロアサ÷ミ  

ウマ   
2000／、4000  

かき  アシヾコナカイがラ  
収穫7日  

3回以内  3回以内  

ムシ  
倍  前まで  

カキノへタムシが  

カキノヒメヨコハヾィ  

カメムシ類  



アセタミデリドを含  
適用病害虫  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期   
本剤の  

使用回数   
む農薬の総使  

用回数   

小粒核果  

類（すもも  
収穫7日  

アデラムシ類  2000′、4000  
2回以内   2回以内   

前まで  
を除く）  

倍   

びわ  
カミキリムシ類   

200′）  

アサヾミウマ類   
700L／10a  

キホヾシカミキリ  収穫前日  

7シヾコナカイがラ  

3回以内  
まで  

3回以内  

いちじく  
ムシ  2000倍  

イチゾクヒトリモ  

ドキ   

かりん   ナシヒメシンクイ  400L／108   2回以内  2回以内   

とうもろ  
収穫14日  

アブヾラムシ類  2000～4000  前まで  
こし  

3回以内   

倍   
テントウムシタヾマシ  4回以内（植付  

ばれいし  
時の土壌混和  

2000／－－6000  
よ  

3回以内  は1回以内、植  

アブ÷ラムシ類   倍   
収穫7日  

散布  付後は3回以  
前まで  

100～  
内）  

やまのい  
300L／10a  

も  アサ÷ミウマ類   

3回以内  

やまのい  種芋掘取  

も（種芋栽  
4000倍  

り7目前  5回以内  

培）   まで   

やまのい  

も（むか  
収穫21日  

アサヾミウマ類   前まで   
ご）   

2000～4000  
3回以内  3回以内  

アデラムシ類  200～  
すもも  倍  

収穫7日  

700L／10a   前まで  
シンクイムシ類  4000倍   

チャノキイロアサヾミ  
さんしょ  

う（菓）  アデラムシ類   収穣45日 前まで  6回以内  
6回以内  

100～  

チャノキイロアサヾミ  
4000倍  

300L／10a  4回以内（散布  

さんしょ  収穫7日  
1回  

アデラムシ類  
は1回以内、樹  

う（果実）  
コ寸マタ寸ラカミキリ   200倍   

前まで  幹散布は3回  

幼虫  
20L／10a  以内）              3回以内  樹幹散布   

γ∵11駁   ＋
 
 



アセタミプリドを含  
適用病害虫  

作物名  
名   

本剤の  
希釈倍数  使用液量  使用時期   使用回数   方法  む農薬の総使  

用回数   

カメムシ類   
2000～4000  

おうとう  
収穫3日  

700L／10a   前まで   
1回   1回  

ウハヾェ   
倍   

アデラムシ類   4回以内（は種  

コナゾラミ類  

収穫7日  
時の土壌混和  

えだまめ  は1回以内、は  
前まで   

アサヾミウマ類   種後は3回以  

内）  

あずき   アデラムシ類  
収穫21日  

前まで  
4000倍   

豆類（末成  

熟、ただ  

し、えだま  

め、さやい  
収穫7日  

前まで   
んげん、さ  

やえんど  
3回以内  

うを除く）   

さやいん  2000′、4000  

げん   アデラムシ類  
散布  し  

100／＼′  

3回以内  
さやえん  300L／10a  

コナゾラミ類  
どう  

アサ÷ミウマ類  

コナゾラミ類  
収穫前日  

5回以内（定植  

ミカンキイロアザミ  
2000倍  まで  

時の株元散布  

ウマ  は1回以内、定  

きゆうり  
ウリノメイが  植後の株元散  

アデラムシ類   布は1回以内、  

散布及びくん  
ミナミキイロアサヾミ  

2000′－、一4000  煙は合計3回  
ウマ   

倍  以内）  

アデラムシ類  4回以内（定植  

ミナミキイロアサ■ミウマ  時の土壌混和  

すいか  ウリノメイが  収穫3日  は1回以内、散  

前まで  布及びくん煙  

コナゾラミ類   
2000倍  

は合計3回以  

内）  



アセタミプリドを含  
適用病害虫  本剤の  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期  む農薬の総使  
使用回数   

用回数   

メロン   8000倍   
収穫3日  

アブ～ラムシ類  前まで   
3回以内   3回以内   

うり類（漬  2000′、4000  

物用）  倍  

アデラムシ類   

コナゾラミ類  3回以内（定植  

トマト  
時の土壌混和  

ヒラス○ハナアサヾミ  
は1回以内、散  

ウマ   
2000倍  2回以内  布及びくん煙  

アフ÷ラムシ類  及び株元散布  

コナゾラミ類  
は合計2回以  

ミニトマト  
内）  

ヒラス÷ハナアサヾミ  

ウマ   

アデラムシ類   
収穫前日  4回以内（粒剤  

まで  の株元散布及  

び土壌混和は  

なす  100′～  3回以内  
ミナミキイロアサ■ミ  散布  

合計1回以内、  

300L／10a  
ウマ   

散布及びくん  

煙は合計3回  

以内）  

4000倍  

アデラムシ類  
3回以内（粒剤  

の株元散布及  

アサ÷ミウマ類  び土壌混和は  

ヒ○－マン  2回以内  合計1回以内、  

コナゾラミ類   
散布及びくん  

煙は合計2回  

以内）  

とうがら  
アデラムシ類  8000倍  2回以内  2回以内   

し類  

コナが   
6回以内（粒剤  

1000～2000  
収穫7日  の株元散布及  

アオムシ  倍  前まで  び土壌混和は  
キヤヘヾッ  5回以内  

合計1回以内、  

2000′）4000  
アデラムシ類  散布は5回以  

倍   
内）  

雫∴：「艦   



アセタミプリドを含  
適用病害虫  

作物名  
名   

本剤の  
希釈倍数  使用液量  使用時期  む農薬の総使  

使用回数   
用回数   

コナが   

ブロッコリー  2000倍   
4回以内（粒剤  

の株元散布及  

アデラムシ類   3回以内   び土壌混和は  

コナが   1000′－－2000  合計1回以内、  

アオムシ  倍  散布は3回以  
はくさい  収穫14日  

2000～4000  内）  

アデラムシ類  前まで  

倍   

コナが   

アオムシ  2000倍  

だいこん  1回  1回  

2000′・・～4000  
アデラムシ類  

倍   

わさびだ  
コナが   2000倍  

収穫7日  

いこん  前まで   

はつかだ  2000′・－4000  
アデラムシ類  

収穫14日  
1回  

いこん  倍  100へノ  前まで   

キスシ～ノミハムシ   300L／10a  
散布  

かぶ  2000倍  
前まで  

アデラムシ類   
チンダンサイは2回  

1回  以内（粒剤の  

非結球あ  株元散布は1  

ぶらな科  
収穫7日  

キスシナノシ、ムシ   
回以内、散布  

前まで  
葉菜類  4000倍  は1回以内）、チ  

ンダンサイ以外は  

1回  

収穫14日  
なばな類   1回   

前まで  
アデラムシ類  

2000～4000  3回以内（粒剤  

倍  の株元散布及  

コナシヾラミ類   び土壌混和は  

いちご  ヒラスヾハナアサヾミ  
収穫前日  

2回以内  合計1回以内、  
まで  

ウマ  2000倍  散布及びくん  

ミカンキイロアサヾミ  煙は合計2回  

ウマ  以内）  



アセタミプリドを含  
適用病害虫  本剤の  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期  む農薬の総使  
使用回数   

用回数 

4000～8000  収穫14日  
つるな   

倍   前まで   

ハ÷シナル  8000倍  
収穫21日  

前まで   

4000～8000  
レモンハ～－ム  

3回以内   
3回以内  

倍  

はっか  8000倍  
収穫7日  

前まで   

セーシ†  
4000～8000  

アデラムシ類  
収穫21日  

倍  100～  前まで   

ハ○セリ  
300L／10a  

8000倍  1回  1回   

前まで  

茎ブロッコリー  4000倍  
収穫前日  

2回以内  2回以内   
まで  

メキヤヘ～ッ  1回  1回   

2000倍  
収穫7日  

非結球メキヤ  前まで  

へ÷ッ  
2回以内  2回以内   

食用さく  収穫3日  
散布  

アサアミウマ類   
ら（菓）  

1回  1回   
前まで  

4000倍  

500L／10a  収穫7日  
あけび（果 実）  アデラムシ類  

2回以内  2回以内   

前まで  
たまねぎ  ネキ～ァサ～ミウマ  2000倍   3回以内  3回以内   

3回以内（は種  

時の土壌混和  

は1回以内、植  

ネキヤァサヤミウマ   
付時の土壌混  

ね  

100′－、ノ  和及び定植当  

300L／10a  日までの株元  

2000倍  3回以内  散布は合計1  
前まで  

回以内）   

わけぎ   アサ÷ミウマ類  
3回以内（は種  

時の土壌混和  

は1回以内、植  

あさつき  アサ寸ミウマ類   付時の土壌混  

和は1回以内）  

‾ 「「「打   



アセダミプリドを含  
適用病害虫  

希釈倍数  使用液量  使用時期   
本剤の  

作物名  
名  使用回数   

む農薬の総使  

用回数   

アデラムシ類  

コナシ～ラミ類  

アスハbラがス    ネギアサ～ミウマ   

収穫前日  
2回以内   2回以内  

まで  
シ予ユウシホシクヒ～  

ナがハムシ   

4回以内（粒剤  

レタス   
の株元散布は  

4000倍   
3回以内  

1回以内、散布  

収穫7日  は3回以内）   

前まで  2回以内（粒剤  

非結球レタス  100へノ  
の株元散布は  

アサ～ミウマ類  

1回  
散布  1回以内、散布  

300L／10a  
は1回以内）   

オクラ   
収穫前目  

アデラムシ類  
3回以内  3回以内   

まで  

食用ぎく  2回以内  2回以内   

一食用金魚  2000倍  
収穫14日  

アサ～ミウマ類  前まで  
草  

1回  
1回   

食用プリムラ   

食用ゆり   4回以内  
アデラムシ類  

4回以内   

4000倍  
収穫前日  

にら  まで  3回以内  
アサナミウマ類  

3回以内   

テンサイトビハムシ  へ0－ハ○－ポット  

てんさい   テンサイモクナリハナ  1冊当り  定植前   1回   苗床濯注  1回   

ハヾェ   1L（3L／ポ）  

100～  
にがうり  アデラムシ類  4000倍  

収穫前日  

300L／10a   まで   
3回以内   

300～  収穫35日  
3回以内   

マンコ ー   
チャノキイロアサ÷ミ  

2000倍  
ウマ  700L／10a   前まで   

タイム   
収穫21日  

前まで   
散布  

100（）  

マシヾ］ラム  アデラムシ類  8000倍  
収穫14日  

3回以内  
300L／10a  

3回以内  

オレがノ  
収穫7日  

前まで  



アセタミデリドを含  
適用病害虫  本剤の  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期  む農薬の総使  
使用回数   

用回数   

チャノミドリヒメヨ  

コハ÷イ   

2000′）4000  摘採14日  
茶  チャノキイロアサヾミ  

倍   400L／10a   前まで   
ウマ  1回   1回  

チャノホリが   

8000倍   
収穫7日  

みつば   
前まで   

チャノキイロアサヾミ  
3回以内（定植  

ウマ  
時の土壌混和  

チャノホリが  2000倍  2回以内  
収穫前日  は1回以内、散  

100～  まで  布は2回以内）   

オウトウショウゾヨ  300L／10a  
デ／トヘ÷リー  4000倍  1回  1回   

ウハ予ェ  

匝三重妄召  

匡司  
アデラムシ類  8000倍  l収穫14日l   2回以内  

匝亘∃  
2回以内   

（使用時期  

の変更）  

クワシロカイがラム  
キウイフルーツ  400L／10a   散布  

シ   
2000倍  

収穫7日  

前まで   
カリフラワー   3回以内  3回以内  

食用ほお  収穫14日  

ずき  前まで   

アデラムシ類  

や  4000倍  収穫7日  

ふだんそ  前まで   2回以内  

う   

しそ  
100～  

2回以内  

300L／10a  
3回以内（粒剤  

の株元散布は  
ふき   コナン～ラミ類  3000倍  収穫14日  

1回以内、散布  
前まで  

は2回以内）   

3回以内  3回以内   

アセロラ   アデラムシ類  4000倍  収穫7日  2回以内   

前まで   らっきょ う  ネキ～アザミウマ  2000倍  

10   



アセタミデリドを含  
適用病害虫  

作物名  
名   

希釈倍数  使用液量  使用時期   
本剤の  

む農薬の総使  
使用回数   

用回数   

ハツションフルー  
2000倍   

収穫30日  

ツ   類  前まで   

しゆんぎ  
2回以内   2回以内  

収穫14日  

く   前まで   
8000倍  

なずな  
アデラムシ類  

ははこぐ  収穫7日  1回   

さ  前まで   

エンサイ  4000倍  2回以内  2回以内   

100／・、  
チャーでル   8000倍  

収穫21日  

300L／10a  
散布  3回以内   

タラコ～ン  アデラムシ類  
収穫14日  

2回以内  2回以内  
前まで  

8000倍  
収穫21日  

ディル（葉）  3回以内  3回以内   
前まで  

匝三通 （適用変更）  匝≡頭   
収穫21日l   虹」  

匝亘∃  
巨頭   

匡亘可  
匡垂亘頭  

巨≡夏室麺】  
（適用変更）  

匝垂二司   巨垂頭  
匝亘∃  

幽   

（2）アセタミプリド2％粒剤  

作物名  適用病害虫名  使用量   
本剤の  

使用時期   使用回数   
アセタミプリドを含む農薬の総使  

使用方法   用回数   

コナが   
1～2g／株  定植時   

植穴土壌  

アオムシ  混和   

コナが   

アオムシ  0．5～1g／株  定植前日～  6回以内（粒剤の株元散布及  
キヤヘ～ッ  

定植当日  株元散布  

ハイマタ～ラノメイが   

0．5g／株  
散布は5回以内）  

ハスモンヨトウ  

1g／株   
植穴土壌  

アデラムシ類  定植時  混和  

1～2g／株  1回  

コナが   

アオムシ  定植前日～  
0．5g／株  

定植当日  

株元散布   

アデラムシ類  4回以内（粒剤の株元散布及  
はくさい  び土壌混和は合計1回以内、  

コナが   
植穴土壌  

散布は3回以内）  

アオムシ  1g／株   定植時  
アデラムシ類   

混和  

コナが  
チンケ÷ンサイ   アデラムシ類   

定植前日～  
0．5g／株  定植当日  

2回以内（粒剤の株元散布は1  

アオムシ   
株元散布   回以内、散布は1回以内）  
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作物名  適用病害虫名  使用量   
本剤の  

使用時期   使用回数   
アセタミデリドを含む農薬の総使  

使用方法   用回数   

非結球あ  

ぶらな科  

葉菜類（チ ンケヾンサイを  

3kg／10a   は種時   
播溝土壌   1回  

除く）   
混和  

だいこん   
コナが  

アデラムシ類   

0．5～1g／株   
定植前日～  

コナが  定植当日  
株元散布   

1～2g／株   
定植時  

植穴土壌  

1g／株  混和  

アオムシ  定植前日～  
4回以内（粒剤の株元散布及  

ブロッコリー  0．5～1g／株   定植当日  び土壌混和は合計1回以内、  

植穴土壌  
散布は3回以内）  

アデラムシ類   1g／株   定植時  
混和  

0．5～1g／株  定植前日～  
ハイマタ～ラノメイが  0．5g／株   定植当日  

0．5～1g／株  定植時  
5回以内（定植時の株元散布  

きゆうり   
定植後、但  株元散布  

布は1回以内、散布及びくん  
アデラムシ類  

0．5g／株  
1回  煙は合計3回以内）  

4回以内（定植時の土壌混和  

すいか  1g／株   定植時  植穴土壌    は1回以内、散布及びくん煙  
混和  

は合計3回以内）   

定植時  
植穴土壌  

混和   3回以内（粒剤の株元散布及  

ヒ○－マン   

び土壌混和は合計1回以内、  
散布及びくん煙は合計2回以  

0．5g／株  
定植前日～  

内）  

アデラムシ類  

定植当日  株元散布   

び土壌混和は合計1回以内、  
散布及びくん煙は合計3回以  

なす  
内）  

0．5～1g／株   4回以内（粒剤の株元散布及  

び土壌混和は合計1回以内、  
ミナミキイロアサ÷ミウマ   散布及びくん煙は合計3回以  

1g／株   定植時  
植穴土壌      内）  

コナゾラミ類  混和  

トマト／、モクやリバェ  
トマト  

アブ■ラムシ類  3回以内（定植時の土壌混和  

0．5g／株   生育期   は1回以内、散布及びくん煙  
コナゾラミ類   及び株元散布は合計2回以  

1g／株   定植時   1回   
内）  

ミニトマト  混和  

0．5g／株   生育期   2回以内  株元散布   

定植時   
植穴土壌  

混和   

生育期（定  

アデラムシ類  0．5～1g／株  
3回以内（粒剤の株元散布及  

いちご  1回  
び土壌混和は合計1回以内、  

被葎直前ま  
散布及びくん煙は合計2回以  
内）  

で  

0．5g／株   定植時   

12  

瀞   



作物名  適用病害虫名  使用量   
本剤の  アセタミプリドを含む農薬の総使  

使用時期   使用回数   使用方法   用回数   

ナモク÷リハ÷ェ   

レタス  オオタハ■コが  0．5g／株   4回以内（粒剤の株元散布は1  

0．25／）  
回以内、散布は3回以内）  

アデラムシ類  定植前日～  

0．5g／株   定植当日   
株元散布  

非結球レク  2回以内（粒剤の株元散布は1  
ス  

オオタハ÷コが   0．5g／株   回以内、散布は1回以内）  

4回以内（植付時の土壌混和  

ばれいし よ  アデラムシ類   3～6kg／10a  植付時  植溝土壌 混和   は1回以内、植付後は3回以  
内）   

ネキ～ァサ÷ミウマ   3回以内（は種時の土壌混和  

わけぎ  6kg／10a   は種時  播溝土壌  

1回  

混和   
和は1回以内）   

ネキ～ァサヾミウマ   

は種時  
播溝土壌  

あさつき  混和   

ネキ～ァサ～ミウマ  
3回以内（は種時の土壌混和  

わけぎ  6kg／10a  は1回以内、植付時の土壌混  

ネキ～ァサ～ミウマ  

植付時  和は1回以内）  
混和  

あさっき   ネキ÷ハモク～リハ■ェ   

ネキヾァサヾミウマ  定植前日～  

ネキ～ハモク十リハ÷ェ   定植当日  
ネキ～ァサ～ミウマ   

株元散布  3回以内（は種時の土壌混和  

は種時  
は1回以内、植付時の土壌混  

ねぎ  
ネキヾハモクナリハ～ェ  

6kg／10a  
混和  和及び定植当日までの株元  

ネキ～ァサ■ミウマ  

植付時  
植構土壌  

ネキ～ハモクく－リハ÷ェ  混和   

30g／ポ（但  
樹冠下ま  

ぶどう  ブドウネアデラムシ   し6kg／10a 以下）  収穫14日前 まで  2回以内   たは主幹 周辺に散  

布   

さといも  アデラムシ類   3～6kg／10a  植付時   植溝土壌   1回   

混和  

4回以内（は種時の土壌混和  

えだまめ   3kg／10a   は種時  播溝土壌 混和   は1回以内、は種後は3回以  
アデラムシ類  内）   

ひこしま  
1g／株   定植時  

植穴土壌   1回   

はるな  混和  
コナシ÷ラミ類   

2g／株   
1回  3回以内（粒剤の株元散布は1  

ふき  
モモア舟アデラムシ   まで  株元散布   回以内、散布は2回以内）  

こんにや   ワタアデラムシ   
3kg／10a   培土時（出  株元土壌   1回   

く  芽期）  混和  

かぼちや  アデラムシ類   1g／株   
3回以内（定植時の土壌混和  

定植時  植穴土壌    は1回以内、散布は2回以内）   
混和  

セロリ  0．5g／株  1回   
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（3）15％アセタミプリド くん煙剤  

作物名  適用場所  適用病害  使用量   
本剤の使  使用  アセタミプリドを含む農薬の総  

使用時期  

メロン   3回以内   

3回以内   
5回以内（定植時の株元散  

きゆうり  
布は1回以内、定植後の株  

ミナミキイロア  元散布は1回以内、散布及  
サヾミウマ   びくん煙は合計3回以内）  

3回以内（粒剤の株元散布  

ピーマン  アデラムシ類  2回以内  
及び土壌混和は合計1回以  
内、散布及びくん煙は合計  

2回以内）   

ミナミキイロア  4回以内（定植時の土壌混  

すいか  サ寸ミウマ  
収穫前目  

和は1回以内、散布及びく  

アデラムシ類   まで  
ん煙は合計3回以内）  

くん煙  

なす  ミナミキイロア  
及び土壌混和は合計1回以  

サやミウマ   くん煙室  
内、散布及びくん煙は合計  

温室、ビニール  容積  
3回以内）  

ハウス等の密  

トマト  閉できる場   3回以内（定植時の土壌混  
所  サ÷ミウマ   高さ2m）当  和は1回以内、散布及びく  

り50g  ん煙及び株元散布は合計2  
ミニトマト  ミカンキイロア  2回以内  回以内）  

サヾミウマ   

3回以内（粒剤の株元散布  

いちご  
及び土壌混和は合計1回以  
内、散布及びくん煙は合計  

アデラムシ類  
2回以内）   

みかん  収穫3日 で  3回以内  
前ま  

3回以内   

ス÷ットニ  収穫前日 で  2回以内  

ま  
2回以内   

くん煙、  

但し花  

穂の発  
生期に  

みょうが  
アデラムシ類  

収穫前日   3回以内  は花穂 をマナけフ  

（花穂）  まで  イ  

ルム被覆  
した状  

態で使  

用する   
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（4）0．005％アセタミプリドスプレー剤  

作物名  適用病害虫名  希釈倍数  使用時期  本剤の使用 回数  使用方法  アセタミプリドを含む農薬の総 使用回数   

うめ   
収穫7日前   2回以内   

まで  
2回以内   

かんきつ  
アブ÷ラムシ頬  収穫14日前   3回以内  

まで  
3回以内   

原液  
5回以内（定植時の株元散  

3回以内  
布は1回以内、定植後の株  

ミナミキイロアサヾミウマ  元散布は1回以内、散布及  
希釈せず  

アデラムシ類  
そのまま  

収穫前日ま  
散布する  

タハ÷ココナシ寸ラミ類  

トマト  で  2回以内  
和は1回以内、散布及びく  

（シルハ＋－リづコナシ÷  ん煙及び株元散布は合計2  

ラミを含む）  回以内）  

ミナミキイロアザミウマ  4回以内（粒剤の株元散布  

3回以内  
及び土壌混和は合計1回以  

なす  
オンシツコナゾラミ  内、散布及びくん煙は合計  

3回以内）  

（5）2％アセタミプリド液剤  

本剤の使  
作物名  適用病害虫名  希釈倍数  使用時期   用回数   

アセダミ7Dリドを含む農薬の  
使用方法   総使用回数   

かき   カキノヘタムシが   
収穫7日前  

3回以内   3回以内   

まで  
うめ   2回以内  2回以内   

かんきつ  
収穫14日前   3回以内  
まで  

3回以内   

3回以内（定植時の土壌混  

トマト  2回以内  
和は1回以内、散布及びく  

500倍  ん煙及び株元散布は合計  

アデラムシ類  
2回以内）   

4回以内（粒剤の株元散布  

なす  
収穫前目ま  散布  及び土壌混和は合計1回  
で  以内こ散布及びくん煙は  

合計3回以内）   

5回以内（定植時の株元散  

きゆうり  
3回以内  布は1回以内、定植後の株  

元散布は1回以内、散布及  
びくん煙は合計3回以内）   

収穫14日前  
4回以内（粒剤の株元散布  

はくさい   
まで  

及び土壌混和は合計1向  

アオムシ   250倍  
以内、散布は3回以内）   

収穫7日前 で  5回以内  
6回以内（粒剤の株元散布  

キヤヘ～ッ  

ま  
及び土壌混和は合計1回  
以内、散布は5回以内）   
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（6）18％アセタミプリド液剤  

本剤の  作物名  適用病害虫名  希釈倍数  使用液量  使用時期   使用回数   
アセタミデリドを含む  

使用方法   農薬の総使用回数   

アデラ坤類   

ミカンハモク寸りが  

コアオハナムクヾリ  
4000倍   

ケシキスイ類  

アカマルカイがラムシ  200～700L  

ヤノネカイがラムシ  ／10a   収穫14日前  
散布   

かんきつ  まで   

2000 ′－－  
3回以内  

4000倍  

カメムシ類  

コ予マタ～ラカミキリ   30′）75L  主幹から  
／10a  

3回以内  
株元に散布   

キウイフルーツ  キウイヒメヨコハ○ィ  
400倍  200′－、一700L  

／10a   
テントウムシタ～マシ  

収穫7日前  
散布   

4回以内（植付時  

ばれいしょ  
／10a  

6000倍  
まで  の土壌混和は1  

無人ヘリコアター  
回以内、植付後  

64倍   3．2L／10a  
による散布   

は3回以内）  

アデラムシ類   
4000 ′－  

（子実）  

6000倍   収穫14日前  
散布   

未成熟  まで  
3回以内  

とうもろこし  64倍   3．2L／10a  
無人ヘリコプター  
による散布   

へ○－ハ○－ホDット  

てんさい  テンサイトビハムシ  200倍  1冊当り  1回   苗床濯注  1回   
1L（3L／ポ）   

あずき  アデラムシ類   4000倍  100′－300L ／10a  収穫21日前 まで  3回以内   散布   3回以内   

やまのいも   
収穫7目前  
まで   

やまのいも  収穫21日前  
3回以内  

（むかご）  まで   

3回以内   4回以内（粒剤の  

収穫14日前  
株元散布及び土  

はくさい  
まで  

壌混和は合計1  
回以内、散布は3  

アデラムシ類   
4000倍  100′・）300L  回以内）   

／10a  
6回以内（粒剤の  

散布  
株元散布及び土  

キヤへヾッ  
まで   

壌混和は合計1  
回以内、散布は5  

回以内）   

だいこん  

はつかだ  
収穫14日前  

いこん   
まで   

ヤバドリヒメヨコハ～ィ   

匪車重       ヤノキイロアサやミ珂   ダラカサハラハ叫  1回  

靂  

（適用変更）  200′～400  摘採14日前  

1回  
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（7）0．005％ アセタミプリド・0．04％ チオファネートメチルスプレー剤  

アセダミプリドを   チオファネートメチルを  

作物名   
適用病害虫名  希釈 倍数  使用 時期  本剤の  使用方 法          使用回   含む農薬の総使用回  含む農薬の総使用回      数   数  数   
炭症病  

5回以内（定植時の株  

元散布は1回以内、  

きゆうり   うどんこ病  
3回以  

アデラムシ類   
内   釈  

せ  

コナゾラミ類   ず  

収穫  
そ の  

コナシ～ラミ類  

原液   前日  
6への 理は1回以内、は種後  

まで  
ま   

ま  

散  

アデラムシ類  トマト なす  築かび病  布  

す  
3回以  

る  
内  

及びくん煙は合計3  

回以内）   

使用  本剤の  アセタミデリドを含む  
作物名   適用病害虫名   且  使用時期  使用方法  

王室  使用回数  農薬の総使用回数   

きゅうり   アデラムシ類  1～2g／  

株   
剤の株元散布は1回以  

内、定植後の2％粒剤の  
コナシヾラミ類   で   株元散布は1回以内、  

散布及びくん煙及び1％  

粒剤の株元散布は合計  

3回以内）  

なす   アデラムシ類  1～2g／  4回以内（定植時の2％粒  

痍  
剤の株元散布及び土壌  

混和は合計1回以内、散  

布及びくん煙及び1％粒  

剤の株元散布は合計3  

回以内）   

トマト  4回以内（定植時の2％粒  

ミニトマト  
剤の土壌混和は1回以  

コナゾラミ類   1g／株   内、散布及びくん煙及  

び株元散布及び1％粒剤  

の株元散布は合計3回  

以内）  

ピーマン   アデラムシ類  1～2g／  2回以内  3回以内（定植時の2％粒  

株  
剤の土壌混和は1回以  

内、散布及びくん煙及  

び1％粒剤の株元散布は  

合計2回以内）   
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（10）海外での使用方法  

①70％アセタミプリド水和剤 （米国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類  

まめ類  ヨコバイ類  

航空散布  
Cucumber beetle 0．044－0．1  

5gallons／A  
エンドウマメ  

収穫  
ダイズサルハムシ  3回   

7日前  
インゲンマメ  インゲンテントウ  以内  

地上散布  まで  

ダイズ  コナジラミ類   0．075－0．1  
20gallons／A  

等  

アザミウマ類   0．085－0．1   

Tuberous  
アブラムシ類   0．044－0．075   

And  

Corm  ヨコバイ類，  

コロラドハムシ  0．025－0．075  
航空散布  

Vegetables  
．5gallons／A  

Cucunlberbeetle  
収穫  

4回  
7日前  

ジャガイモ  ノミハムシ類   0．025－0．05  以内  
地上散布  まで  

サツマイモ  

20gallons／A  
クズウコン  

ヨーロッパアワノメイガ  

アーティチョーク  0．05－0．075   

（卵）  

等  

アブラナ科作物  
アブラムシ類   0．035－0．054   

ブロッコリー  コナジラミ類   0，05－0．075  航空散布  

キャベツ  5gallons／A  収穫  

5回  
芽キャベツ  アザミウマ類   ノ 0．075  7日前  

以内  
ミズナ  地上散布  まで  

カリフラワー  コナガ   0．075  20gallons／A  

ケール  

等  
Swedemidge   0．075   

葉野菜  

アブラムシ類   0．035－0．075   航空散布  

セロリ  5gallons／A  収穫  

レタス  5回  
7日前  

カラシナ  以内  
地上散布  まで  

ホウレンソウ  コナジラミ類   0．05－0．075   

20gallons／A  
パセリ  

等  

18  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

タマネギ  

および  

Bulb  航空散布  

Vegetable類  5gallons／A  収穫  

4回  

アザミウマ類   0．094－0．15  7日前  

以内   

タマネギ  地上散布  まで  

ニンニク  ZOgallons／A  

ユリネ  

等  

果菜類  アブラムシ類   0＿035－0．075   

航空散布  
コロラドハムシ   0．025－0．05  

ナス  5gallons／A  収穫  
4回  

トマト  コナジラミ類   0．05－0．075  7日前  
以内  

ホウズキ  地上散布  まで  

アザミクマ類   0．075  
トウガラシ  20gallons／A  

等  Pepperweevil   0．05－0．075   

Cucumber beetle 

り類  Melonworm  D．050，10   

Pickleworm  航空散布  

メロン  ヘリカメムシ類   5gallons／A  収穫直後   
0．1   5回  

キュウリ  Squashvineborer  まで  

以内  

カボチャ  アブラムシ類   地上散布  （PHIO）  

0．05－0．075   

スイカ  ヨコバイ類  20gallons／A  

等  シルバーリーフ  
0．05－0．10   

コナジラミ  

アブラムシ類   0．05－0．1   

柑橘類  

Citrusthrips，  

ミカンハモグリガ  
グレープフルーツ  航空散布  

Caribbean black 
キンカン  0．75－0．125  20gallons／A  収穫  

scale，  5回  

レモン  7日前  

Glassywinged  以内  

ライム  地上散布  まで  

Shaepshooter  
オレンジ  100gallons／A  

アカマルカイガラムシ，  
ミカン  0．15－0．25  

等  
カンキッカタカイガラムシ  

キリギリス類   0．11－0．19   
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適用病   薬量   使用   使用   使用   
作物群   

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．05－0．075   

Tentiform  
0．05  

1eafminer  

ヨコバイ類   0．05－0．075  

コドリンガ   0．075－0．15  

Pome Fruit 

ナシヒメシンクイ  航空散布  
0．1－0．15  

リンゴ  Lesserappleworn  10gallons／A  収穫  
4回  

ナシ  
コナカイガラムシ類  

7日前  
以内  

マルメロ  
ノ㌔γノノ∂〃〟ノノeJ〃  0．075－0．15  

地上散布  まで  

ビワ  
カスミカメムシ類  

50gallons／A  

等  

European apple sawfly 
0．1－0．15  

マメコガネ  

Apple maggot 

Plum curculio 0．15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwoodborer   0．15   

アブラムシ類  
0．05－0．10   

ヨコバイ類  

Glassywinged  
Stone Fruit 0．075－0，15  

Sharpshooter  

ナシヒメシンクイ  
アプリコット  航空散布  

オウトウ  
Peachtwingborer  

0．1－0．15  
10gallon畠／A  収穫  

Plum curculio 4回  
7日前  

Cat－Facinginsects  以内  
ネクタリン  地上散布  まで  

モモ  Cherryfruitfly  50gallons／A  

プラム  Blackcherryfly  0．10－0．15  

等  
Westerncherryfly  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．1－0．15   

Rosechafer  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

Blueberrymaggot，  

Blueberryspanworm，  

Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

マメコガネ，  

イチゴ  Obliquebanded   航空散布   
0．075－0．13  

および  1eaf●roller，  10gallons／A  

カスミカメムシ類  
2回  

Low growing 収穫  
ケシキスイ類，  以内  

berry類  
アザミウマ類  

地上散布  1日前  

コナジラミ類  20gallons／A   まで  

Fireworm  

アブラムシ類  

ヨコバイ類  0．035－0．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  
0．0440．1   

ヨコバイ類  

ブルーベリー  コナジラミ類   0．075－0．1  

およぴ  マメコガネ，  

BushandCane  BIueberrymaggot，   航空散布   

berry類  ケシキスイ類，  5gallons／A  収穫  
5回  

Tamishedplantbug，  
1日前  

以内  
ブルーベリー  

StrawbeLrryrOOtWOrm，  地上散布   まで  

ラズベリー  0．085－0．1  

CarnberryfruitwDrm，  
20gallons／A   

等  Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

Blueberry spanworm 

アザミウマ類  

ヨコバイ類，  

Glassywinged  

Sharpshooter，  

ぶどう  アブラムシ類，  航空散布  

コナカイガラムシ類  5gallons／A  収穫  

Westerngrと1Peleaf  2回  

キウイフルーツ  0．05  7日前  

skeletonizer  以内   

（Fuzzykiwifruit  地上散布  まで  

（ロット山脈東側のみの登録）  

を除く）  20gallons／A  
ブドウネアブラムシ  

Bandedgrapebug  

Rose chafer 

マメコガネ  
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適用病   薬量  使用  ．使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．025－0．05   

シソレバーリーフ  

0．075－0．1  
コナジラミ  

カスミカメムシ類   0．05－0．1  

地上散布  収穫  

ノミハムシ類   0．025－0．05  
4回  

綿実  5′－10  28日前  

以内  
gallos／A  まで  

アザミウマ類   0．05－0．075  

オオタバコガ  
0．025－0．05  

（卵）  

コナジラミ類  

0．075－0．1   

（卵）  

アブラムシ類  
0．05－0．18   

ヨコバイ類  

Glassywinged  

Sharpshooter  
0．075－0．125  

Tree Nuts Pecan Nut 

Casebearer  航空散布  

アーモンド  コドリンガ   10gallons／A  収穫   

4回  
ペカン   ナシヒメシクイ  14日前   

以内  
マカデミアナッツ   Peachtwingborer  地上散布  まで   

ピスタチオ  ナシマルカイガラムシ  50gallons／A   

等  Hickory shuckworm 0．1－0．18  

Pecan weevil 

Redhumpedcaterpillar  

Filbertworm  

Navelorangewoml  
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②30％アセタミプリド水溶性粒剤 （米国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類  

ヨコバイ類  
まめ類  

Cucumber beetle 0．047【0．1   航空散布  

ダイズサルハムシ  5gallons／A  収穫  
エンドウマメ  3回  

インゲンテントウ  7日前  
インゲンマメ  以内  

地上散布  まで  
ダイズ  コナジラミ類   0．0750．1  

20gallDnS／A  
等  

アザミウマ類   0．085－0．1   

Tuberous  
アブラムシ類   0．047－0＿075   

And  

Corm  ヨコバイ類，  

コロラドハムシ  0．028－0．075  
航空散布  

Vegetables  
5gallons／A  

Cucumberbeetle  
収穫  

4回  
7日前  

ジャガイモ  ノミハムシ類   0．028－0．047  以内  
地上散布  まで  

サツマイモ  

20gallons／A  
クズウコン  

ヨーロッパアワノメイガ  

アーティチョーク  0．047－0．075   

（卵）  

等  

アブテナ科作物  
アブラムシ類   0．038→0．075   

ブロッコリー  コナジラミ類   0．047－0．075  航空散布  

キャベツ  5gallons／A  収穫  

5回  
芽キャベツ  アザミウマ類   0．075  7目前  

以内  
ミズナ  地上散布  まで  

カリフラワー  コナガ   0．075  20gallons／A  

ケール  

Swedemidge   0．075   
等  

秦野菜  

アブラムシ類   0．038－0．075   

航空散布  
セロリ  

5gallons／A  収穫  
レタス  5回  

7目前  
カラシナ  以内  

コナジラミ類   0．056－0．075   地上散布  まで  
ホウレンソウ  

20gallons／A  
パセリ  

等  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

タマネギ  

および  

Bulb  航空散布  

Vegetable類  5gallons／A  収穫  
4回  

アザミウマ類   0．094－0．15  7日前  
以内   

タマネギ  地上散布  まで  

ニンニク  20galloms／A  

ユリネ  

等  

果菜類  アブラムシ類   0．038－0．075   

航空散布  

コロラドハムシ   0．028－0．047  
ナス  5gallons／A  収穫  

4回  

トマト  コナジラミ類   0．047－0．075  7日前  
以内  

ホウズキ  地上散布  まで  

アザミウマ類   0．075  
トクガラシ  20gallons／A  

等  Pepper raeevil 0．047－0．075   

Cucumber beetle 

うり類  Melonworm  0．047－0．10   

Pickleworm  航空散布  

メロン  ヘリカメムシ類   5gallons／A  収穫直後   
0．10   5回  

キュウリ  Squashvineborer  まで  
以内  

カボチャ  アブラムシ類   地上散布  （PHIO）  

0．047－0．075   

スイカ  ヨコバイ類  20gallons／A  

等  シルバーリーフ  
0．047－0．10   

コナジラミ  

アブラムシ類   0．047－0．103   

柑橘類  
Citrusthrips，  

ミカンハモグリガ，  

グレープフルーツ  
Caribbean black 

航空散布  

キンカン  0．075－0．13  20gallons／A  
scale，  

収穫  
5回  

レモン  
Glassywinged  

7目前  
以内  

ライム  地上散布  まで  
Shaepshooter  

オレンジ  100gallons／A  
アカマルカイガラムシ，  

ミカン  0．15－0．25  
カンキッカタカイガラムシ  

等  

キリギリス類   0．11－0．19   

24  

． 牒脈   



適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0＿047－0．075   

Tentiform  
0．047  

1eafminer  

ヨコバイ類   0．047－0．075  

PorneFruit  コドリンガ   0．075－0．15  

航空散布  

リンゴ  ナシヒメシンクイ   10gallons／A  
0．094－0－15   

収穫   

Lesserappleworm  
4回  

ナシ  7日前  
以内  

マルメロ  
コナカイガラムシ類  

地上散布  まで  

ビワ  0．075－0．15  
50gallons／A  

脅γノノβ〃〟ノノe血  

等  カスミカメムシ類  

European apple sawfly 
0．094－0．15  

マメコガネ  

Apple maggot 

Plum curculio 0，15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwoodborer   0＿15   

アブラムシ類  
0．047－0．10   

ヨコバイ類  

Glassyvinged  
0．075－0．15  

Stone Fruit sharpshooter  

ナシヒメシンクイ  
航空散布  

アプリコット  Peachtwingborer  
0．10－0．15   10gallons／A  収穫  

オウトウ  Plumcurculio  4回  

7日前  

ネクタリン  Cat－Facinginsects  以内  
地上散布  まで  

モモ  CherrYfruitfly  
50gallDnS／A  

プラム  Blackcherryfly  0．10－0．15  

等  Westerncherryfly  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．10－0．15   

Rosechafer  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

Blueberrymaggot，  

Blueberryspanworm，  

Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

マメコガネ，  

イチゴ  
Obl、iquebanded  

航空散布  

0．075－0．13  

および  1eafroller，  10gallons／A  収穫   

2回  
Lowgrowlng   カスミカメムシ類  1日前   

以内  
berry類   ケシキスイ類，  地上散布  まで  

アザミウマ類  20gallons／A  

コナジラミ類  

Fireworm  

アブラムシ類  
J  

ヨコバイ類  0．035－0．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  

0．047－0．1   

ヨコバイ類  

ブルーベリー  コナジラミ類   0．075－0．1  

および  マメコガネ  

BushandCane  Blueberrymaggot，   航空散布   

berry類  ケシキスイ類，  5gallons／A  収穫  

5回  

Tamishedplantbug，  1日前  

以内  
ブルーベリー  Strawberryrootworm，  地上散布   まで  

ラズベリー  0、085－0．1  

Cranberryfruitworm，  20gallons／A   

等  Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

Blueberry spanworm 

アザミウマ類  

ヨコバイ頬，  

Glassywinged  

sharpshooter，  

ぶどう  アブラムシ類，  航空散布  

コナカイガラムシ類  
5gallons／A  収穫  

Westerngrapeleaf  2回  
キウイフルーツ  0．047  7日前  

skeletonizer  以内   
（Fuzzykiwifruitを  地上散布  まで  

（ロット山脈東側のみの登録）  

除く）  

ブドウネアブラムシ  
20gallons／A  

Bandedgrapebug  

Rose chafer 

マメコガネ  
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適用病   薬量   使用   疲用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．028－0．047   

シルバーリーフ  

0．075－0．1  
コナジラミ  

カスミカメムシ類   0．047－0．1  航空散布  

5gallons／A  収穫  
4回  

綿実  ノミハムシ類   0．028－0．047  28日前  

以内  
地上散布  まで  

アザミウマ類   0．047－0．075  
10gallons／A  

オオタバコガ  
0．028－0．047  

（卵）  

コナジラミ類  

0．075－0．1   

（卵）  

アブラムシ類  
0．047－0．18   

ヨコバイ類  

Glassywlnged  

Sharpshooter  
Tree Nuts 0．075－0．15  

Pecan Nut 

航空散布  
Casebearer  

アーモンド  10gallons／A  収穫  
コドリンガ  4回  

／ヾカン  14日前  

ナシヒメシンクイ  以内  
マカデミアナッツ  地上散布  まで  

Peachtwingborer  
ピスタチオ  50gallons／A  

ナシマルカイガラムシ  

等  0．10－0．18   

Hickory shuckworm 

Pecan weevil 

Redhumpedcaterpillar  

Filbertworm  

③ 4％アセタミプリド＋5％インドキサカルブ水和剤 （韓国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib ai／A   液量   時期   回数   

1000倍希釈  葉面散布  
アブラムシ類、蛾類、  収穫2日前  

Unipe red peppers （a．i．0．010  250L／10a  2回   

シラミ類、アザミウマ  まで  
kg／10a）  
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6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

（∋分析対象の化合物  

・アセタミプリド（GC法、HPLC法）  

・アセタミプリド及び代謝物5化合物（IM－2－1，IM－0，IM－0－GIc，Ⅰ仁一0）（統一法）  

H  

－  

■ごや．  

l－l －－一魯                   ′               J■■■■■‾■■■■－  、 ．Ofl  
Cll・t  

アセタミプリド（Nト25）  IM－2－1  IM－0  

∴イ｝ヰ 三…  
l」  〔）ト】   

IC－0  

②分析法の概要   

・GC法  

アセトン抽出後、酢酸エチルに転溶し、ケイ酸マグネシウムミニカラムで精  

製後、アルカリ熱イオン化検出器又は高感度窒素・リン酸検出器付きガスクロ  

マトグラフで定量する。   

・HPLC法  
アセトンで抽出、多孔性ケイソウ土カラムを通した後、ケイ酸マグネシウム  

ミニカラムで精製し、高速液体クロマトグラフを用いて定量する。   

・統一法  

メタノールで抽出後、水酸化ナトリウムで加水分解し、更に過マンガン酸カ  

リウムで酸化し、すべての化合物を同一化合物（IC－0）とする。ジクロロメタ  

ン＋アセトンに転溶後、ジアゾメタンを用いて、エステル化し、カラムクロマ  

トグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフ（63NiECD等）で定量する。  

（2）作物残留試験結果  

作物残留試験においては、・代謝物について、個別の定量は示されておらず、アセタミ   

プリド又は代謝物をアセタミプリドに換算した分析値として記載されている。  

（D－1とうもろこし  
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とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量（注1）は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

①－2 未成熟とうもろこし   

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の   

2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05、   

＜0．05ppmであった。  

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、18％液剤の64   

倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）産業用無人ヘリによる散布〕したところ、散布後14   

日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

②あずき  

あずき（乾燥種実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希   

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、＜0．06、0．60ppm   

であった。  

（∋ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200～300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は、  

0．06、0．02ppm（続一法）であった。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の撤溝処理（1  

回）（6kg／10a）及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、  

散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植溝土壌  

混和（1回）（6kg／10a）及び18％液剤の64倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）無人ヘ  

リによる散布〕したところ、散布後7日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

④ さといも  

さといも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の播溝散布処  

理を1回散布（6kg／10a）したところ、散布後160、183日の最大残留量は、＜0・05、  

＜0，05ppmであった。  

（9 やまのいも  

やまのいも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7、14日の最大残留量は0・01、  

0．01ppmであった。  
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⑥こんにやくいも  

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元  

土壌混和を1回（3kg／10a）行ったところ、散布後134、136日の最大残留量は、＜  

0．05、＜0．05ppmであった。  

⑦てんさい  

てんさい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤のノ2β拶希  

釈液を1回処理〔（鉱／／五g（10a相当））植え付け相当分苗床濯注〕したところ、処理  

後162、167日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。ただし、これらの試験  

は適用の範囲内で行われていない。  

⑧⑨だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の播溝処理を  

1回（亜〆10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．03、＜0．01ppmで  

あった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．01、  

＜0．01ppmであった。   

だいこん（つまみ菜）（間引き菜）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒  

剤の播溝処理を1回（亜〆10a）したところ、散布後13、12日の最大残留量は1．98、  

0．397ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒剤の播溝処理を1  

回（亜〆10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．28、0．03ppmであっ  

た。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において20％水溶剤の2000倍希  

釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は0．06、  

0．24ppmであった。  

⑧⑨はつかだいこん  

はつかだいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の   

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．01、＜0．01ppmであった。  
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はつかだいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．05、く0．05ppmであった。  

⑩⑪かぶ  

かぶ（根）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈液  

を1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、0．02、  

0．02ppmであった   

かぶ（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈液を  

1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は1．02、  

1．57ppmであった。  

⑫ワサビダイコン  

ワサビダイコン（根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、く  

0．01、＜0．01ppmであった。  

⑬はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（身／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（64～150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．15、0．18ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑭－1キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を5回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後7日の最大残留量は1．09、0．90ppmであった。   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後14日の最大残留量は0．24、0．42ppmであった。  

⑭－2メキャベツ  

メキャベツ（芽球）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後6、7日の最大残留量は、＜0．05、  

0．10ppmであった。  

⑬こまつな  
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こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍  

希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．00、1．76ppm  

であった。  

⑯みずな  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．00、2．25ppm  

であった。   

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈審夜を2＠散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．44、1．75ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑰チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混  

和処理（1g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を1回散布（200L／10a）した  

ところ、散布後14、7日の最大残留量は2．72、1．22ppmであった。  

⑩カリフラワー  

カリフラワー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000   

倍希釈液を3回散布（200、266．7～300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量   

は、0．18、0．34ppmであった。  

⑲ブロッコリー  

ブロッコリー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混  

和処理（2g／株）1回及び20％水溶剤の川〝好希釈液を3回散布（150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．36、0．64ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－1，2非結球メキャベツ  

非結球メキャベツ（えき芽菓）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の2000‘倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．60、0．68ppmであった。   

非結球メキャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤  

の2000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．88、2．85ppmであった。  

⑳－3茎ブロッコリー  
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茎ブロッコリー（花雷及び茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶  

剤の2♂♂♂タ夢希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、  

0．40、0．12ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－4なずな  

なずな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000倍  

希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．24、0．48ppm  

であった。  

⑳－5ひこしまはるな  

ひこしまはるな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植  

穴土壌混和を1回散布（1g／株）したところ、散布後53、54日の最大残留量は、＜  

0．1、＜0．1ppmであった。  

⑪ しゆんぎく  

しゆんぎく（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000  

倍希釈液を2回散布（300、150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

2．02、0∴i9ppmであった。  

⑳－1レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2クββノ欝希  

釈液を3回散布（150～250L／10a）したところ、散布後7自の最大残留量は0．08、  

0．31ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理  

（2g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（80．8～200L／10a）した  

ところ、散布後7日の最大残留量は、0．54、0．34ppmであった。  

⑫－2リーフレタス  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20水溶剤の4000  

倍希釈液を1回散布（245～257．257．1L／10a）散布、及び2％粒剤の定植時株元散布  

（0，5g／株）したところ、散布後7～21日の最大残留量は1．68，1．48ppmであった。  

⑫－3 ロメインレタス  

ロメインレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000   

倍希釈液を1回散布（200、300L／10a）及び2％粒剤の定植時株元散布（0．5g／株）した   

ところ、散布後7～21日の最大残留量は2．67、1．02ppmであった。  

⑬一1くきちしや  
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くきちしや（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は＜0，05、＜0．05ppm  

であった。  

⑬－2ははこぐさ（ゴギョウ）  

ははこぐさ（ゴギョウ）（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％  

水溶剤の8000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留  

量は0．34、0．77ppmであった。  

⑳－3食用ぎく  

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍  

希釈液を2回散布（150、200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、1．26、  

0．48ppmであった。  

⑳－4，5ふき  

ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植直後株元散  

布を1回（2g／株）及び20％水溶剤の3000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したと  

ころ、散布後14日の最大残留量は、0．10、0．06ppmであった。   

ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を1回  

（2g／株）したところ、散布後82、100日の最大残留量は＜0．05、＜0．05pmであった。  

⑲ たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤め2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0，05ppmであった。  

⑳－1，2菓ねぎ  

葉ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．14、0．15ppm  

であった。   

葉ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を3  

回（6kg／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであっ  

た。  

⑳¶3，4根深ねぎ  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  
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＜0、05ppmであった。  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を株元処理を  

3回（6kg／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであ  

った。  

⑳ にら  

にら（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希釈  

液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、1．46、1．84ppm  

であった。  

⑳ アスパラガス  

アスパラガス（茎）を用いた作物残留試験（1例）において、 20％水溶剤の4000  

倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．20ppm  

であった。   

アスパラガス（茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．07ppm  

であった。  

⑳ わけぎ  

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤（6kg／10a）1回  

散布及び20％水溶剤の2000倍希釈液（300、278L／10a）3回散布したところ、散布  

後7日の最大残留量は、1＿36、0．14ppmであった。   

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤（6kg／10a）1回  

散布及び20％水音容剤の4000倍希釈液（300、278L／10a）3回散布したところ、散布  

後7日の最大残留量は、0．40、く0．05ppmであった。  

⑲－1食用ゆり  

食用ゆり（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍  

希釈液を4回散布（150、200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

⑲一2 らっきょう  

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（3例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（150、200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

＜0．01、0．03、0、02ppmであった。  
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⑲ パセリ  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、1．10、0．39ppm  

であった。  

⑪ セロリ  

セロリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴土壌  

混和を1回（0．5g／株）したところ、散布後71、100日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppm  

であった。   

セロリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（250、235L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．85、  

0．30ppmであった。  

⑫みつば  

みつば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000倍希  

釈液を1回散布（150、200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．97、  

1．82ppmであった。  

⑬－1ミニトマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％煤煙剤の燻煙処  

理（50g／400m3）及び2％粒剤（1g／株）定植時植穴土壌混和したところ、散布後1日の  

最大残留量は、0．16、＜0．05ppmであった。   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を右固散布（300L／10a）及び2％粒剤の定植時植穴土壌混和（1g／株）したと  

ころ、散布後1日の最大残留量は、0．50、0．73ppmであった。ただし、これらの試験  

は適用の範囲内で行われていない。   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤を定植時植  

穴土壌混和（1g／株）及び1％粒剤を生育期株元散布（2g／株）したところ、散布後1日  

の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  

⑬～2トマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍液  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．23、  

0．42ppmであった。  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  
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釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．21、0．46ppm  

であった。   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理  

（2g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍液希釈液を2回散布（200L／10a）したとこ  

ろ、散布後1、3日の最大残留量は、0．20、0．20ppmであった。  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 15％燻煙剤を2回燻煙  

（50g／400m3）したところ、散布後1、3日の最大残留量は、0．02、0．04ppmであった。   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴混  

和（2g／株）1回及び株元散布（1g／株）2回処理したところ、散布後1日の最大残留  
量は、＜0＿05、＜0．05ppmであった。  

⑲ ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（J〆株）1回散布したところ、散布後93、44日の最大残留量は、0．04、0．15ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2β♂♂タ欝  

液希釈液をβノ野散布（250～300／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、2．33、  

1．45ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、15％燻煙剤をβ厨散布  

（50g／400止）したところ、散布後1日の最大残留量は0．24ppmであった。ただし、  

これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、15％燥煙剤をβノ野散布  

（50g／400汀f）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．20ppmであった。ただ  

し、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（ノ〆株）1回処理したところ、処理後84、78日の最大残留量は、0．03、0．01ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍  

液希釈液を2回散布（200～400／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．18、  

0．40ppmであった。  

37   



ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を植穴土壌混  

和処理（0．5g／株）1回及び1％粒剤を生育期株元散布（2g／株）2回処理したとこ  

ろ、散布後1日の最大残留量は、＜0．05、0．05ppmであった。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴土壌混  

和処理（0．5g／株）1回及び15％煤煙剤を2回燻煙（50g／400ポ）したところ、散布  

後1日の最大残留量は、0．24、0．14ppmであった。  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴  

土壌混和処理（0．5g／株）1回散布及び20％水溶剤の4000倍希釈液を2回散布（150、  

220．4L／10a）茎葉散布したところ、散布後1日の最大残留量は、0．32、0．43ppmで  

あった。  

⑬ なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤の植穴混和処理を   

1回散布（1g／株）したところ、散布後63、60日の最大残留量は、0．04、0．02ppmで  

あった。   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において，20％水溶剤の4000倍希釈液  

を3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～3日の最大残留量は、αノ∂玖仇軸  

（GC法）であった。ただし、これらの結果は1機関での分析とされる。   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において，20％水溶剤の4000倍希釈液  

を3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は、仇〟、仇伽  

（統一法）であった。ただし、これらの結果は1機関での分析とされる。   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理を  

1回処理（1g／株）及び20％水溶剤の2♂♂♂ク辞希釈を3回散布（150、400L／10a）した  

ところ、散布後1日の最大残留量は、0．50、0．27ppmであった。ただし、これらの試  
験は適用の範囲内で行われていない。   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理を  

1回処理（1g／株）及び15％煤煙剤を3回処理（50g／400m3）したところ、散布後1  

日の最大残留量は、0．14、0．12ppmであった。   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴混和  

処理を1回処理（1g／株）及び1％粒剤を3回生育期株元散布（2g／株）したところ、  

散布後1日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  
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なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％燻煙剤を3回散布  

（50g／400m3）したところ、散布後1～7日の最大残留量は、0．07、0．23ppmであった。  

⑳－1とうがらし類  

とうがらし類（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000  

倍希釈液を2回散布（200、267．56L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．16、0．07ppmであった。  

⑲－2 ししとう  

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後8、7日の最大残留量は、0．36、  

0．28ppmであった。  

⑲－3食用ほおずき  

食用ほおずき（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000  

倍希釈ラ夜を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

㊨ きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を   

1回散布（1g／株）したところ、散布後48、46日の最大残留量は、0．09、0．02ppmで  

あった。   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液を3回散布（171～300L／10a）したところ、散布後1、3日の最大残留量は0．42、  

0．26ppmであった。   

きゅうり（果実）において、15％燻煙剤を3回煤煙（50g／400m3）したところ、散  

布後3、1日の最大残留量は、0．32、0．52ppmであった。   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を  

2回（定植時1g／株及び生育期0．5g／株）及び1％粒剤を3回散布（2g／株）したとこ  

ろ、散布後1日の最大残留量は、0．10、＜0．05ppmであった。   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を株元散布を  

2回（定植時1g／株及び生育期0．5g／株）及び15％煉煙剤を3回燥煙処理（50g／400m3）  

したところ、散布後1日の最大残留量は、0．20、0．06ppmであった。  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を株元散布を  
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2回（定植時1g／株及び生育期0．5g／株）及び20％水溶剤の2000倍希釈を3回散布  

（150～200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．29、0．29ppmであっ  

た。  

⑲－1，2かぼちや  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、＜0．05、  

0．21ppmであった。   

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴  

土壌混和（1g／株）及び20％水溶剤の2000倍希釈液を2回散布（300又は200L／10a）  

したところ、散布後1日の最大残留量は、0．06、0．08ppmであった。  

⑲－3ズッキーニ  

ズッキーニ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 15％燻煙成型剤の燥  

煙処理を2回処理（50g／400m3）したところ、燻煙後1日の最大残留量は、＜0．01、  

＜0．01ppmであった。  

⑲ すいか  

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 15％煉煙剤を3回処理  

（50g／400rrf）したところ、処理後7、3日の最大残留量は、0．06、0．09ppmであっ  

た。   

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴土  

壌混和（勿／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したと  

ころ、散布後7、14日の最大残留量は、0．06、0．07ppmであった。ただし、これらの  

試験は適用の範囲内で行われていない。  

㊨ メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2♂♂ク拶希  

釈液を3回散布（200・300L／10a）したところ、散布後7、14日の最大残留量は、  

0．14、0．03ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴土  

壌混和（2g／株）ノ屈及び20％水溶剤の8000倍希釈液を3回散布（150～200L／10a）  

したところ、散布後3、7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。ただし、  

これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％燻煙剤を3回処理  
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（50g／400rd）したところ、処理後7日の最大残留量は、0．16、0．14ppmであった。  

⑫ にがうり  

にがうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍  

希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．16、0．20ppm  

であった。  

⑬－1ほうれんそう  

ほうれんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の  

8000倍希釈液を2回散布（150～200L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、  

2．52、1．66ppmであった。使用方法について、 散布後14日への見直し（⑬w2参照）  

を行ったところ、最大残留量は、0．42、0．06ppmとなった。  

⑬－2ほうれんそう  

ほうれんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

8000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、ノヱ久  

2．1qppmであった。短期暴露量推計の試算も勘案し、使用方法について、散布後14  

日への見直しを行ったところ、最大残留量は、1．52、0．32ppmとなった。  

㊤ オクラ  

オクラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍液  

希釈液を1～3回散布（150L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．18、  

0．41ppmであった。  

⑬ さやえんどう  

さ▼やえんどう（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．84，0．26ppm  

であった。，  

㊨ さやいんげん（さや）  

さやいんげん（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．52、  

0．26ppmであった。   

さやいんげん（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（150～400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．50、  

1．45ppmであった。  

㊨－1えだまめ（さや）  
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えだまめ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤の土壌混和処  

理（3kg／10a）及び20％水溶剤の2000店希釈液散布（150L／10a）を3回散布したと  

ころ、散布後7日の最大残留量は、1．42、0．83ppmであった。  

㊨－2 えだまめ（さや）  

えだまめ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2♂ク♂店  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．31、1．48ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

㊨－1エンサイ  

エンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍   

希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量、0．42、2．03ppm  

であった。  

⑬一2ふだんそう  

ふだんそう（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍  

希釈液を2回散布（150、200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．62、   

1．94ppmであった。  

⑬－3つるな  

つるな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希   

釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、1．8、2．8ppm   

であった。  

⑬－4モロヘイヤ  

モロヘイヤ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2♂♂ク   

拶希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、1．01、   

0．52ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－5食用さくら（葉）  

食用さくら（菓）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍   

希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、1．22、0．33ppm   

であった。  

⑲一6やまのいも（むかご）  

むかご（やまのいも）（珠芽）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶  

剤の4000倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量  

は、0．15、0．08ppmであった。  
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⑲温州みかん  

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000   

倍希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14、21日の最大残留量は、2．76、   

1．22ppmであった。   

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、0．17、  

0．02ppmであった。   

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、15％燥煙剤を3回処  

理（50g／400Ⅰポ）したところ、処理後3日の最大残留量は、1．54，0．74ppmであった。   

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、15％煤煙剤を3回処  

理（50g／400rrf）したところ、処理後3日の最大残留量は、0．08、0．05ppmであった。   

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の200倍  

希釈液を3回散布（樹幹散布）（30L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

＜0．05、＜0．05ppmであった。   

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の200倍  

希釈液を3回散布（樹幹散布）（30L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

＜0．05、＜0．05ppmであった。  

⑲ 夏みかん  

夏みかん（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍   

希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、0．54、0．90ppm   

であった。   

夏みかん（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の200倍希  

釈液を3回散布（樹幹散布）（30L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

＜0．05、＜0．05ppmであった。  

㊥－1，2かぼす  

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希   

釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量）は、0．88、0．53ppm   

であった。   

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％水溶剤の200倍希  

釈液を3回散布（樹幹散布）（30L／10a）したところ、散布後16日の最大残留量は、  

43   



＜0．05ppmであった。  

㊥－3すだち  

すだち（果実）を用いた作物残留試験（－1例）において、 20％水溶剤の200倍希   

釈液を3回散布（樹幹散布）（30L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、   

＜0．05ppmであった。  

⑫ りんご  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希   

釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、0．19、0．44ppm   

であった。   

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散南（500L／10a）したところ、散布後7、14日の最大残留量は、0．5、＜  

0．2ppmであった。   

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散布（500、600L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．41、  

0．50ppmであった。   

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液を3回散布（500L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．39、0．80ppm  

であった。  

⑬ なし  

日本なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍   

希釈液を2回散布（350、700L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、0．18、   

0．28ppmであった。   

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈  

液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後14、21日の最大残留量は、0．34、0．12ppm  

であった。   

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈  

液を2回散布（400、600L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．28、0．74ppm  

であった。  

⑳ びわ  

びわ（果肉）を用いた作物残留試験（1例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈  
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液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は、＜0．01ppm  

であった。   

びわ（果肉）を用いた作物残留試験（1例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈  

液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．02ppmであっ  

た。  

⑬ もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈   

液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．42、0．23ppm   

であった。   

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈  

液を3回散布（400、500L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、0．69、0．36ppm  

であった。  

⑬ネクタリン  

ネクタリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の  

4000倍希釈液を3回散布（600、700L／10a）したところ、散布後3日の最大残留  

量は0．28、0．42ppmであった。  

⑲すもも  

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．12、1．23ppm  

であった（⊃  

⑬ うめ  

うめ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈  

液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7、21日の最大残留量は、1．10、0．62ppm  

であった。  

⑲おうとう  

おうとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を1回散布（500、700L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、  

0．92、0．68ppmであった。  

⑲ いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希  
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釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後3、1日の最大残留量は、0．18、0．44ppm  

であった。   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散布（200L／10a）及び2％粒剤の植穴混和処理を（1g／株）1回処理した  

ところ、散布後1日の最大残留量は、0．86、0．78ppmであった。   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（200L／10a）及び2％粒剤の植穴混和処理を（1g／株）1回処理した  

ところ、散布後1日の最大残留量は0．70ppmであった。   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散布（200L／10a）及び2％粒剤の植穴混和処理を（1g／株）1回処理した  

ところ、散布後1日の最大残留量は、0．46、1．38ppmであった。   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 15％燥煙剤を2回散布  

（50g／360～400m3）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．41、0．41ppmであ  

った。  

㊨ ブルーベリー  

ブルーベリー（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000   

倍希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、＜0．5、   

1．Oppmであった。  

⑲ぶどう  

ぶどう・デラウェア（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤   

の2000倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

2．88、2．51ppmであった。   

ぶどう・デラウェア（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤  

の2000倍希釈液を2回散布（200、250L／10a）したところ、散布後14、〟βの最大  

残留量は1．47、2．36ppmであった。ただし、後者の試験は適用の範囲内でおこなわ  

れていない。   

ぶどう・巨峰（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は0．24ppm  

であった。  

ぶどう・巨峰（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 2％粒剤を2回樹  
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冠下散布（6kg／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05ppmであった。   

ぶどう・デラウェア（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、2％粒剤の  

樹冠下散布を2回散布（6kg／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05ppm  

であった。   

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希  

釈液をβノ野散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、0．98、1．14  

ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

毎重 かき  

かき（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈   

液を3回散布（400、420L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．40、0．20ppm  

であった。  

毎歩 キウイフルーツ  

キウイフルーツ（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の   

2000倍希釈液を3回散布（260、500L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

＜0．05、＜0．05ppmであった。  

⑮ マンゴー  

マンゴー（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（300、700L／10a）したところ、散布後35、且仁βの最大残留量は、  

0．44、0．44ppmであった。ただし、後者の試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑬パッションフルーツ  

パッションフルーツ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、、20％水  

溶剤の2000倍希釈液を2回散布（312．5、267L／10a）したところ、散布後∠汐β  

の最大残留量は、0．04，0．30ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内  

で行われていない。  

㊨一1いちじく  

いちじく（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍   

希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．44、0．47ppm  

であった。  

㊨－2 アセロラ  

アセロラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希   

釈液を2回散布（556、220L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は0．22、0．40ppm  
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であった。  

㊨－3 カリン  

カリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤のノ♂♂クタ辞希釈   

液を1回散布（40L／2樹）及び20％水溶剤の2000倍希釈液を1回散布（400L／10a）し   

たところ、散布後14日の最大残留量は、0．34、0．24ppmであった。ただし、これらの   

試験は適用の範囲内で行われていない。  

㊨－4 あけび  

あけび（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希釈   

液を2回散布（500L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．17、＜0．05ppm   

であった。  

㊧茶  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希釈液   

を1回散布（300L／10a）したところ、散布後1ユ14日の最大残留量は、9．88、12．Oppm  

であった。ただし、前者の試験は適用の範囲内でおこなわれていない。   

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈液  

を1回散布（300L／10a）したところ、散布後13、14日の最大残留量は、19．8、21．4ppm  

であった。ただし、前者の試験は適用の範囲内でおこなわれていない。   

茶（製茶）を用いた作物残留試験（2例）において、18％液剤の2♂♂♂タ辞希釈液を  

1回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、5．47、5．40ppmで  

あった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑲，⑲－1さんしょう  

さんしょう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000  

倍希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後7、21日の最大残留量は、2．0、  

2．3ppmであった。   

さんしょう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の200倍  

希釈液を3回樹幹散布（20L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．2、  

＜0．2ppmであった。   

さんしょう（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を6回散布（150L／10a）したところ、散布後45日の最大残留量は、＜0．4、  

1．2ppmであった。  
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⑲－2 しそ  

しそ（菓）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希釈液  

を2又は右野散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、それぞ  

ノ  れ、0．65、0．50ppmであった。ただし、後者の試験は適用範囲内で行われていない。  

⑲－3セージ  

セージ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希   

釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、1．9、＜0．5ppm  

であった。   

セージ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍希  

釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、0．9、＜0．5ppm  

であった。  

⑲－4 タイム  

タイム（茎葉及び花）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000   

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は0，6，2．4ppm  

であった。  

⑲－5 オレガノ  

オレガノ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍  

希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．4、2．1ppm  

であった。  

⑲－6 あさ▼つき   

あさつき（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈  

液を3回散布（150～200L／10a）及び2％粒剤の植溝土壌混和処理（1回）（6kg／10a）した  

したところ、散布後7日の最大残留量は、0．42、0．56ppmであった。  

⑲－7 レモンパーム  

レモンバーム（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、2．4、  

0．5ppmであった。  

⑲－8一（1）はっか（スペアミント）  

はっか（スペアミント）（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の8000倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、   

2．4、2．3ppmであった。  
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⑲－8－（2）はっか（スペアミント）  

はっか（スペアミント）（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の4♂♂クタ欝希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、   

3．3、4．Oppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

⑲－9 タラゴン  

タラゴン（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍  

希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、1．3、2．06ppm  

であった。  

⑲－10 チャービル  

チャービル（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、1．0、   

1．6ppmであった。  

⑲－11ディル  

ディル（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍希  

釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、0，5、0．46ppm  

であった。  

⑲－12バジル  

バジル（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍希  

釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、1．9、1．5ppm  

であった。  

⑲－13みょうが  

みょうが（花穂）を用いた作物残留試験（4例）において、15％煉煙成型剤を3回  

処理（50g／400m3）したところ、散布後1、3日の最大残留量は、＜0．04、0．03ppmで  

あった。  

⑲－14マジョラム  

マジョラム（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、0．5、  

2．8ppmであった。   

これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留試験成績  

の結果の概要については、別紙1－2を参照。   

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を   

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それぞ  
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れの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない条件  

を斜体で示した。  

7．乳牛における残留試験  

乳牛に対して、飼料中濃度として0，6，18，60ppmに相当する量のアセタミプリ   

ドを封入したカプセルを1日1回、28日間にわたって強制経口投与し、筋肉、脂肪、  

肝臓、腎臓及び牛乳に含まれるアセタミプリド及び代謝物IM－2－1の含量が測定された   

（定量下限：0．01～0．05ppm）。  

18ppm以上の投与群から 筋肉、脂肪、肝臓に、60ppm投与群から 腎臓にアセタ  

ミプリドの検出が認められ、全ての投与群で、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に代謝物  

IM－2－1の検出が認められた。  

牛乳については、全ての投与群から、アセタミプリド及び代謝物IM－2－1の検出が  

認められ、アセタミプリドは約1日後に、代謝物IM－2－1は約8日後に、平衡濃度に達  

するものと推察された（結果については、下表参照）。  

表．乳牛組織中の親化合物及び代謝物の残留（ppm）（平均値）  

6ppm投与群  18ppm投与群  60ppm投与群  

アセタミ   代謝物   アセタミ   代謝物   アセタミ   代謝物  

プリド   IM－2－1   プリド   IM－2－1   プリド   IM－2▼1   

筋肉   ＜0．01   0．038   0．019   0．16   0．074   0．90   

脂肪   ＜0．01   0．027   0．011   0．064   0．033   0．33   

肝臓   ＜0．05   0．10   0．053   0．39   0．16   2．1   

腎臓   く0．05   0．19   ＜0．05   0．65   0．094   2．3   

牛乳  0．0：L2・一）0．016  0．031～0．059  0．042～0．059  0．13～0．21  0．17′－、一0．21   0．54～0，95   

注）筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓は28日後の、牛乳は投与期間中の残留値   

上記の結果に関連して、米国では、肉牛及び乳牛における最大理論的飼料負荷（M  

TDB）注）は、4．5ppmと評価されている。  

注）最大理論的飼料由来負荷（Maximum TheoreticalDietary Burden：MTDB）＝ 飼料として用  

いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留しているとノ仮定した場合に、飼料の摂取によって  

畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。   

（参考：Residue Chemistry Test Guidelines OPPTS860．1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  

なお、ヤギに対して、14c標識したアセタミプリドを、7日間強制経口投与（飼料中  
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濃度として、1，10ppm相当）した運命試験において、可食部（筋肉、脂肪、肝臓、  

腎臓）、乳汁に含まれるアセタミプリド及び代謝物が測定されている。 その結果、吸収  

されたアセタミプリドは、代謝され、主な組織残留物は、筋肉では代謝物IM－2－2、  

その他の細．織では代謝物IM－2－1と同定されている。組織中での残留は少ないとされ、  

大部分は速やかに尿中に排泄されるものと考えられている。   

また、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価において、アセタミプ  

リドが乳汁中に蓄積する可能性は低いと記載されている。  

8．産卵鶏における残留試験  

産卵鶏に対して、飼料中濃度として0，1．2，3．6，12ppmに相当する量のアセタミ  

プリドを封入したカプセルを1日1回、28日間にわたって強制経口投与し、筋肉、脂  

肪、肝臓及び卵に含まれるアセタミプリド及び代謝物IM－2－1含量が測定された（定量  

下限：0．01ppm）。いずれの投与群においても、組織中のアセタミプリドは定量下限未  

満であり、全ての投与群から肝臓及び卵に、3．6ppm以上の投与群から筋肉に、12ppm  

投与群から脂肪に代謝物IM－2－1の検出が認められた。鶏卵中の代謝物IM－2－1は、  

約8日後に平衡濃度に達するものと推察された（結果については、下表参照）。  

表．産卵鶏組織中の親化合物及び代謝物の残留（ppm）（平均値）  

1．2ppm投与群  3．6ppm投与群  12ppm投与群  

アセタミ   代謝物   アセタミ   代謝物   アセタミ   代謝物  

プリド   IM－2－1   プリド   IM－2－1   プリド   IM－2－1   

筋肉   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   0．023   ＜0．01   0．069   

脂肪  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   0．011   

肝臓   ＜0．01   0．067   ＜0．01   0．18   ＜0．01   0．47   

卵   ＜0．01  0．012へノ0．028  ＜0．01   0．042′、一0．093   ＜0．01  0．12′、0．31   

注）筋肉、脂肪及び肝臓は28日後の、卵は投与期間中の残留値   

上記の結果に関連して、米国では、綿実加工品のあら粉が飼料に用いられる可能性  

に配慮して、家禽のトレランスが設定されたもの（メーカー）と考えられる。   

なお、産卵鶏に対して、14c標識したアセタミプリド（飼料中濃度として、1，10ppm  

相当）を14日間強制経口投与した運命試験において、可食部（筋肉、脂肪、肝臓）、  

卵（卵白・卵黄）等に含まれるアセタミプリド及び代謝物が測定されている。その結果、  

吸収されたアセタミプリドは、代謝され、主な組織残留物は代謝物IM－2－1と同定され  

ている。 組織での残留は少なく、速やかに糞中に排泄されるものと考えられている。  

卵での回収率は、投与量の1．3～1．4％と算出されている。   

また、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価において、卵黄・卵白  

中にアセタミプリドが蓄積する可能性は低いと記載されている。  
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9．ADIの評価  

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号及び同法第24条第2項   

の規定に基づき、平成20年2月12日付け厚生労働省発食安第0212003号により食品安全   

委員会あて意見を求めたアセタミプリドに係る食品健康影響評価について、以下のとおり   

評価されている。  

・ADI  

無毒性量：7．1mg／kg体重／day（発がん性は認められていない）  

（試験の種類） 慢性毒性／発がん性併合試験  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   混餌投与  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

ADI：0．071mg／kg体重／day  

（参考）急性参照用量（AR fD）  

無毒性量：10mg／kg体重  

（試験の種類） 急性神経毒性試験  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   強制経口投与  

（期間）  単回  

安全係数：100  

ARf D：0．1mg／kg体重／日  

10．諸外国における状況   

JMPRにおける毒性評価はされておらず、国際基準は設定されていない。米国、カ   

ナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査したところ、   

米国において、葉菜類、ペリー類果実、畜産物等に、カナダにおいて、アブラナ科野菜、   

なす科野菜、畜産物等に、オーストラリアにおいて、ばれいしょ、綿実、畜産物等に、E   

Uにおいて、葉菜類、畜産物等に基準値が設定されている。  

11．基準値案  

（1）残留の規制対象  

・農産物 アセタミプリド  

・畜産物 アセタミプリド及び代謝物IM－2－1（〝J－［（6－クロロー3－ビリジル）メチル］－  

〝乙シアノアセトアミジン）に分子量の比である1．067を係数として乗  

じ、アセタミプリドに換算したものの和  
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植物体内運命試験において、アセタミプリド、代謝物IM－2－1、IM－1－4、IM－0、IC－0、  

IS－1－1、IS－2－1、IM－0－GIc等の分析が行われている。 代表的な農産物について、基準  

値設定に参照する最大残留となる使用時期には、親化合物アセタミプリドが大部分を  

占めているとの記載がされていること及び従前の規制対象の取扱いを加味し、農産物  

の規制対象として代謝物を含めないこととした。なお、作物残留試験で統一法による  

結果と個別法（GC法又はHPLC法）の結果の両方が報告されている場合で、両方の残留  

値の差が大きい場合は、個別法によるアセタミプリドの値を採用して基準値を設定す  

ることとし、両者の結果が類似の場合及び統一法の結果のみが報告されている場合は、  

統一法の値をアセタミプリドの残留値と同等に扱って基準値を設定することとした。   

一方、畜産物移行性試験においては、アセタミプリドのほか、主要代謝物として  

IM－2－1が、親化合物のアセタミプリドを上回る濃度で検出が認められている。米国、  

カナダ、オーストラリアにおいて、アセタミプリド及び代謝物を畜産物の規制対象と  

していることも勘案し、畜産物の規制対象をアセタミプリド及び代謝物IM－2－1とした。   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価において、農産物の暴露  

評価対象物質として、アセタミプリドを設定している。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。   

なお、参考として、食品安全委員会より回付された急性参照用量（ARfD）に関して、  

今回の基準値（案）の設定に当たっては、2008年5月23日に開催された薬事・食品衛生審議  

会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会での説明資料「短期暴露量推計：JMPRの手法  

と所要データについて」に沿って、平成20年度の厚生労働科学研究「食品中残留農薬等  

の汚染実態把握と急性暴露評価に関する研究」において、利用可能とされる暫定的なパ  

ラメータを用いて短期暴露評価の試算を行うことにより、所要の農作物（ほうれん草）  

における基準値実の調整と使用方法の見直しを行った。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され   

る量のアセタミプリドが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試   

算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大一日摂取量（TMDI））のADIに   

対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照（別紙3には、推定   

一日摂取量（EDI）を参考として併記した。）。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理によ一る残留農薬の増減が全   

くないとの仮定のうえに行った。  
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TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   21．6   

幼小児（1～6歳）   42．3   

妊婦   18．0   

高齢者（65歳以上）   23．1   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一   

般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、   

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

アセタミプリド作物残留試験一覧表（国内）  

No   分類   試験  試験条件  基準値  
農作物  郵場  

使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量  

数  
（ppm）   の選定   

（平均値）  

とうもろこし   2000倍散布   
14日  揃場A（3回，14日）GC  ＜ 0．05   

とうもろこし  2  20％水溶剤  200L／10a  
○   

0，05  
（種子）  

3回  
14日  圃場B（3臥14日）  ＜ 0．05  

未成熟とうもろこし   
2000倍散布   

14日  圃場A（3回，14日）GC  ＜ 0．05  

（種子）  

2  20％水溶剤  200L／10a  3回  
14日  圃場B（3回，14日）  ＜ 0．05  

未成熟とうもろこし   2  18％液剤  64倍 産業用無人ヘリによる  3回   14日  圃場A（3回，14日）HPLC  ＜ 0．05  

（種子）  
航空散布 3．2L／10a  14日  圃場8（3回，14日）  ＜ 0．05   

あずき   2000倍散布   
21日  圃場A（3回，21日）t『LC  O．06   

2  ′い豆類  

（乾燥種実）  
2  20％水溶剤  150L／10a  0．33  3［司  

21日  圃場8（3回，21日）GC  ○                        O．60   

ばれいしょ   
2  20％水溶剤   2000倍散布   

7日  圃場A（3回，7日）統一  0．06  ○   
3  ばれいしょ  

（塊茎）  

200′－300L／10a  
0．04  3回  

7日  圃場8（3回．7～21日）統一  0．02  

ばれいしょ   2  2％粒剤十20％水溶  6kg／108（植穴混和処理．1回）十20（IO惜布  1十3回   7日  圃場Å（4回．7日）HPLC  ＜ 0．05  

（塊茎）  

剤   釈液散布（200し／10■、3回）  7日  圃場8（4回，7日）GC  ＜ 0．05  

ぱれいしよ   6kg／108植構土壌混和   
（剤型違い）  

丁日  圃場A（4回，7日）HPLC  ＜ 0．05   
2  2％拉剤十18％液剤  3．2し／108  1十3回  

（塊茎）  64倍無人ヘリ散布  7日  圃場B（4回，7日）  ＜ 0．05   

4  さといも類   さといも   18：】日  圃場久（1回．183日）HPLC  ＜ 0．05   

（含やつがしら）   
2  2％粒剤   6kg／10a（播構散布処理）   

（塊茎）  ）。   0．05  1回  
160日  圃場8（1回．160日）（㍍  ＜ 0．05   

5  やまいも   
やまのいも   

ZOOO倍散布   
7日  圃場A（3回．7日）GC  

（長いも）   
2  20％水溶剤  200L／10a  0．01  

（塊根）  

3匡王  

14日  圃場8（3回．14日）  

こんにやくいも  136日  

O．01  ）。                           0．01   
6  こんにやくいも  2  2％粒剤   3kg／1Da（株元土壌混和）   0．05   

（球茎）  

1匝】  

134日   

てんさい   〟竹折．戯／10a（＃）   187日  圃場A（1回，167日）（＃）HPLC  

＜0．05  
7  てんさい  

＜ 0．05   

（塊茎）  2  20％水溶剤    11司  182日  圃場B（1回，162日）（＃）GC  ＜ 0．05  ）。  仇好  
8  だいこん類（根）   だいこん   428  圃場A（1回．42日）（＃）統一  0．03  ○   仇（ぼ  

（含ラディッシュ）   （根部）  

2  2％粒剤   軌gく播構処理）（♯）  1回  
70日  圃場8（1回．70日）（＃）  ＜ 0．01  （適用外使用）  

だいこん   2000倍散布   
14日  圃場A（1回．14日）統一  ＜ 0．01  

2  20％水溶剤  100～200L／10a  1回  
（剤型違い）  

（根部）  ＜ 0．01  

はつかだいこん   
2000倍散布   

14日  圃場A（1回，14日）HPLC  ＜ 0．01   

（根都）  
2  20％水溶剤  15（）L／10a  1回  

14日  圃場B（1回，14日）  ＜ 0．01   
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No   分類   試斡  
圃堤  

試験条件  
最大残留量  

基準値  
農作物  

数  使用量・使用方法  ■ 回数  ■ 経過日数   
（ppm）   の選定   

（平均値）  

9  だいこん類（菓）   だいこん   13日  圃場A（1回．13日）（＃）GC親  1．98  ○   J．ノ夕  

（含 ラディッシュ）   
2％粒剤   勉〃伽（播構処理）（＃）  1回  

（つまみ菜）（間引き菜）  12日  圃場8（l軌12日）（＃）GC親  0．397  （適用外使用）  

だいこん  ヰ2日  0，28  
2％粒剤   坤〝加■（播構処理）（＃）  1回  （適用外使用）  

（葉部）   70日   0．03  

だいこん   
2DOO倍散布   

14日  圃場A（1回．14日）統一  0．06   
6  20％水溶剤  1DO～2DOL／108  1回  

14日  圃場8（1回，14日）  
（剤型違い）  

（葉部）  0．24  

はつかだいこん   
2000倍散布   

‖目  圃場A（1回，14日）ⅣLC  ＜ 0．05   
巴  20％水溶剤  

（美都）  

150L／10a  1回  
り日  圃場B（1軌14日）  ＜ 0．05   

かぶ   
2000倍散布   

21日  圃場A（1回，21日）HPLC  
10  かぶ類（根）  2  20％水溶剤  306．8又は242．4L／10a  0．02  

（根）  

1回  
21日  圃場B（1回，21日）  

かぶ   21日  圃場A（1回，21日）HPLC  

O．02  ）。                          0．02   
l．02   

かぶ類（菜）  2  20％水溶剤   2000倍散布   1回  
2】日  圃場B（1臥21日）  

1．30  

（葉）  （⊃  

ワサビダイコン   
2000倍散布   

7日  圃場A（1臥7日）HPLC  
12  西洋ワサビ  

（根茎）  2  20％水溶剤  150L／10a  1回  

西桂オ⊃き一声  

0．01  

了日  饉場B（1臥7日）  ＜ 0．01  ）。                          ＜ 0．01   
はくさい   2％粒剤＋20％水  （Jな／抹）縫穴混和処理（＃）十  立  14日  圃場A（4回、14日）（＃）統一  0．15   仇ノ7  

13  はくさい  2  

溶剤   
春  （  1十3回  

（茎葉）  回）  14日  圃場B（4回、14日）（＃）  ○  （適用外使用）   

キャベツ   
14  キャベツ  

巴  2％粒剤十20％水  （2g／株）植穴混和処理十1000倍  1十5回   丁日  圃場A（6回、7日）統一  1．09  ○   
溶剤   散布150L／108（5回）  

1．00  

（葉球）  7日  圃場B（6回、7日）  0．90  

キャベツ   巴  2％粒剤十20％水  （2g／株）構穴混和処理＋1000倍  1十3回   14日  圃場A（4回、14日）統－  0．24  （7日目の  

（葉球）  
溶剤   散布150L／10a（3回）  14日  圃場B（4回、14日）  0．42  データ無し）  

（芽キャベツ）  メキャベツ   
2000倍散布   

6日  圃場A（1回，6日）HPLC  く 0．05   
2  20％水溶剤  200L／10a  1回  0．08  

（芽球）  7日  圃場B（1回．7日）  （⊃                           0．10   

こまつな   
4000倍散布   

了日  圃場A（1回、7日）十『LC  l．00   
15  こまつな  2  20％水溶剤  150L／10a（1回）  1回  1．38  

（茎葉）  7日  圃場B（1回、7日）GC  ○                        l，76   

みずな   
4000惜敗布   

7日  圃場A（1回、7日）GC  l．00   
16  きょうな  20％水溶剤  200」／10a（1回）  1回  1．63  

（茎葉）  7日  圃場B（1回、7日）  ○                          2，25  

みずな   
4000倍散布   

7日  圃場A（2回、7日）（＃）GC  l．44  

2  20％水溶剤  200L／10a（2回）  勃野（＃）  

7日  圃場B（2回、7日）（＃）  
（適用外使用）  

（茎葉）  1．75   

チンゲンサイ   2  2％粒剤十20％水  （1g′／株）植穴混和処理＋2000  1十1恒］   7日  圃場A（2回、7日 →14日）GC  
チンゲンサイ  

2．72  ○   

溶剤   悟散布200L／10a（1回）  
1．97  

（茎葉）  了日  圃場B（2回、7日）  1．22   

カリフラワー   
2000倍散布   

7日  圃場A（3回．7日）HPLC  O．18   
18  はなやさい（カリフラワー）  

巴  20％水溶剤  3恒］  
0，26  

（花雷）  7日  圃場B（3回．7日）  ○  

ブロッコリー   巴  2％粒剤十20％水  （2g／抹）植穴混和処理＋〟卯僻  1十3回   14日  圃場A（4回、14日）（拝）統一  0．36   仇〟  
19  はなやさい（ブロッコリー）  

（花雷）  
溶剤   散布150L／108（3回）（＃）  14日  圃場8（4回、14日）（＃）  ○                        0．64  （適用外使用）   
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No   分類   試験  試験条件  基準値  
農作物  餌場  最大残留量  

数  使用量・使用方法  回数  経過日数   
（ppm）   の選定   

（平均値）  

非結球メキャベツ   
2000倍散布   

7日  圃場A（2回，7日）HPLC  O．60  
2  20％水溶剤  200L／10a  2回  （検査部位の遠い）  

（えき芽菓）  7日  圃場B（2回，7日）  0．68  

非結球メキャベツ   
2000倍散布   

7【】  圃場A（2回，7日）HPLC  O．88   
20  その他のアブラナ科野菜  2  20％水溶剤  200L／10a  2回  1．87  

（本葉）  7日  圃場B（2回，7日）  ○                            2．85  

茎ブロッコリー   
g♂♂♂好散布（＃）   

2日  圃場A（2回，1日）（＃）HPLC  O．40  

〔花普及び茎〕  
2  20％水溶剤  200L／10a  2回  （適用外使用）  

2日  圃場8（2回，1日）（＃）  0．12  

なずな【そ卿丁”ナ科柵   
8000倍散布   

7日  圃場A（1回，7日）HPLC  
2  20％水溶剤  

O．24  

（茎葉部）  
200L／10a  1回                            7日  圃場B（1回，7日）  0．48  

ひこしまはるな  
lその他一けブフナや貯霜】   1g／株   

53日  圃場A（1回．53日）肝LC  ＜ 0．1  

（茎葉部）  
2  2％粒剤  植穴土壌混和  1恒］  

54日  圃場B（1回．54日）  ＜ 0．1   

しゆんぎく   
8000倍散布   

】4日  圃場A（2回．14日）HPLC  
21  しゆんぎく  

2．02  （⊃   
2  20％水溶剤  300．150L／10a  1．21  

（茎葉）  

2回  
14日  圃場B（2回．14日）GC  O．39   

レタス   7日  圃場A（3回、7日）（＃）GC  O．08  

（茎葉）  
2  20，6水溶剤  2クβ♂仔散布用）   3回  

7日  圃場B（3回、7日）（＃）  
（適用外使用）  

0．31  

レタス   7日  圃場A（4回、7日）GC  O．54  
2  2％粒剤＋20％水   2g／粗植穴混和 200散布   

（茎葉）  

1十3回  

溶剤  200～80．8L／10a（3回）  7日  圃場B（4回、7日）  0．34  

リーフレタス   7日  圃場A（2回，7日）肝LC  l．68  

（茎葉）  
粒剤   2  20％水溶剤＋2％  4000借散布245～257．1L／10a  2回                         0．5g／裸 足植時株元散布  7日  圃場B（2回，7日）  1．48  

レタス  ロメインレタス   2  20％水溶剤十2％  4000倍散布200又は300L／10a  2回   7日  圃場A（2回，7日 一→14日）HPLC  
22  

2．67  ○   

粒剤   0．5g／株 定植時株元散布  
1．85  

（含チシヤ、サラダナ）   （茎葉）  7日  圃場B（2回，7日）  1．02   

くきちしや（モの郎げク瑚恥   
4000倍散布   

7日  圃場A（2回，7日）HPLC  ＜ 0．05  

（茎葉）  

2  20％水溶剤  150L／10a  2回  
7日  圃場B（2回．7日）  ＜ 0．05  

ははこぐさ（ゴギョウ）  
【モの他のキタれ打＃l   8000倍散布   

7日  圃場A（1回．7日）HPLC  O．34  

（茎葉部）  

巴  20％水溶剤  200L／10a  1回  
7日  圃場B（1回．7日）  0．77  

食用ぎく （その他のキク科野菜）   
2000借散布   

14日  圃場A（2回、14日）GC  l．26  ○   
23  その他のきく科野菜  2  20％水溶剤  150，200L／10a（2回）  0．87  

（花弁）  

2回  
14日  圃場B（2回．14日）  0．48  

ふき   2  2％粒剤＋20％水  2g／株定植直後株元散布  1＋2恒］   14日  饉場A（3回，14日）肝LC  O．10  

（葉柄）  
溶剤   3000倍300／10a，2回散布  14日  圃場8（3回，14日）  0・06  

ふき  82日  ＜0．05  
2  2％粒剤   2g／株 株元散布   

（葉柄）  

1回  
100日   ＜0．05   
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No   分類   試験条件  基準値  
農作物   最大残留量  

数  使用量・使用方法1  回数 ■  経過日数 （pp皿）   の選定   （平均値）  

たまねぎ   2000倍散布   
7日  画境A（3回，7日）肝LC  ＜ 0・05   

24  たまねぎ  2  20％水溶剤  
○   

0．05  

（鱗茎）  

150L／10a  3回  
7日  圃場B（3回，7日）∝  ＜ 0・05   

菓ねぎ   2000倍散布   
7日  圃場A（3回、7日）GC  O．14   

巴  20％水帝剤  3回  0．15  
25  ねぎ  

（茎葉）  

150L／10a（3回）  7日  圃場B（3臥7日）  o. 15 O 

兼ねぎ  7日  ＜0・05  
巴  2％粒剤   6kg／10a株元処理   （剤型違い）  

（茎葉）  

3回  
7日   ＜0▲05   

根深ねぎ   ZOOO侶散布   
7日  圃場A（3回、7日）GC  ＜ 0．05  

2  20％水溶剤  150Lハ08（3回）  3匝］  

（茎葉）  
7日  圃場8（3回、7日）  ＜ 0・05  

ー、根深ねぎ   7日  ＜0・05  
2  2％粒剤   6kg／10a抹元処理   3回  

（茎葉）  7日   ＜0・05  

にら   4000倍散布   
1日  圃場A（3回、1日）肝LC  l，46   

26  にら  巴  20％水溶剤  3回  1．65  

（茎葉）  

150L／10a（3回）  1日  圃場8（3回、1日）GC  ○                       l・84   

アスパラガス  4000倍散布  
1日  圃場A（2回、1日）肝LC  O・20  〔）   

ロ  20％水溶剤  400L／10a（1回）   2回  

27  アスパラガス  
（茎）  

0．14  

アスパラガス  4000倍散布  
1日  圃場A（2回、1日）肝LC  O・07   

20％水溶剤  400L／108（1回）   2桓］  

（茎）   

わけぎ（その他のゆり科野菜）   2  209乙水溶剤十2％  2000借散布300又は278L／10a  4回   7日  圃場A（4回，7日）ⅣLC  l・36  ○   
28  ワケギ  0．75  

（茎葉）  
粒剤   6kg／10a散布  7日  圃場B（4臥7日）  0・14  

わけぎ（その他のゆり科野菜）   巴  20％水溶剤十2％  4000倍散布300又は278L／10a  4回   7日  圃場A（4回，7日）肝LC  O，40  

6kg／10a散布  
（使用方法の違い）  

（茎葉）  
粒剤  7日  圃場B（4【乱7日）  ＜ 0・05   

食用ゆり   4000倍散布   
1日  圃場A（4回，1日）肝LC  ＜ 0・05   

29  その他のゆり科野菜  2  20％水溶剤  4桓］  ）。   0．05  

（鱗茎）  

150．200L／10a  1日  圃場B（4臥1日）  ＜ 0・05  

らっきょう  14日  ＜0・01  

（その他のゆり科野菜）  20％水溶剤   2000侶散布  
150・200L／108   3匝］  14tヨ  O．03  

（鱗茎）   14日   ＜0．02  

パセリ   
8000倍散布   

3日  濁場A（1回，3日）GC  l．10  ○   
30  パセリ  2  20％水溶剤  1回  0．75  

（茎葉）  
200LハOa  3日  圃場8（1回，3日）  0．39   

セロリ  71日  ＜0．05  
2  2％粒剤  0．5g／殊 定植時植穴土壌混和  1回  

（茎葉）  川0日   ＜0・05   

セロリ   
4000倍散布   

7日  圃場A（2回，7日）肝LC  O．85   ⊂）   

31  セロリ  2  20％水溶剤  2回  0．58  

（茎葉）  
250－235L／10a  7日  圃場B（2回，7日）  0．30   

みつば   8000倍散布   
7日  圃場A（1回，7日）GC  O．97   

32  みつば  2  20％水溶剤  1回  1．40  

（茎葉）  

150．200L／10a  7日  圃場B（1回，7日）  ○                         1・82   
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No   分類   試験  試験条件  
最大残留量  

基準値  
農作物  紬場  

数  使用量・使用方法  回数  ．経過日数   
（ppm）   の選定   

（平均値）  

ミニトマト   2  1珊燻煙剤＋2％  1g／株（定植時植穴土壌混和・  1＋3回   1日  圃場A（4回，1日）HPLC  O．16  

（果実）  
粒剤  1回）＋燻煙処理（50g／400m3）  （剤型遠い）  

1日  圃場B（4回，1日）  ＜ 0．05  

ミニトマト   1日  圃場A（4回，1日）（＃）HPLC  
33  トマト  

O．50   仇βg  

（果実）  
剤   2  20％水溶剤＋2％粒  2000借散布300L／10a  1十β回（＃）  ○  （適用外使用）  

ミニトマト   2  2％粒剤＋1％粒剤  1g／株定植時植穴土壌混和十2g／  1十3回   1日  圃場A（4回，1日）肝LC  ＜ 0．05  

（果実）  
株生育期株元散布  （剤型違い）  

1日  圃場B（4回，1日）  ＜ 0，05  

トマト   
2  20％水溶劉   2000倍散布   

1日  圃場A（2回、7日）統一  

（果実）  

300L／108  2回  
1日  圃場8（2回、1日）  

トマト   
2  20％水溶剤   2000倖散布   

1日  圃場A（2回、1日）統一  

（果実）  

300L／108  2回  
1日  圃場B（2回、7日）  

トマト   2  2％粒剤十20％水  2g／棟（1回）2000倍散布  1＋2回   †日  圃場A（2回、1日）統一  

（果実）  
溶剤   200L／10a（2回）  1日  圃場B（2回、3日）  

トマト  1日  

（呆実）   

2  15％くん煙剤  50g／400m3燻煙   2回  
1日   

トマト   2g／株（定植時格穴土壌混和、1   1日  圃場A（3回，1日）HPLC  

（果実）  

2  2％粒剤    3回  
回）  1日  圃場8（3回．1日）GC  

ピーマン  
2  2％粒剤   

93日  

Jg／株楯穴土壌混和（＃）   

（果実）  

1回  
44日   

ピーマン   gク〃♂倍散布 （＃）   1日  圃場A（冴、1日）（＃）統一  2．33  （適用外使用により  

（果実）  2  20％水溶剤     朝野「＃）                      250～300L／10a礪ノ（＃）   1日  圃場B 佃野、1日）（＃）  1．45  評価対象より除外）  

ピーマン  1日  開場A（胡野、1日）（＃）統一  0．24   

（果実）   

ロ  15％くん煙剤  50g／400m3燻煙  胡野（＃）  

ピーマン  0．20   
（適用外使用）  

1日  圃場A（劇評、3日）（＃）統一  

（果実）   

ロ  15％くん煙剤  50g／400m3燻煙  胡野（♯）  

ピーマン  
2  2％粒剤   

84日  0．03  

（果実）  

Jg／株横穴土壌混和（＃）   1回  
丁8日   0．01   

（適用外使用）  

ピーマン   
4000借散布   1日  圃場A（2回、3日）統一  

2回  
0．18  

（呆実）  2  20％水溶剤  
（剤型違い）  

1日  圃場8（2回、1日）  0．40  

ピーマン   1日  圃場A（3回，1日）HPLC  ＜ 0．05  

（果実）  

2  2％粒剤十1％粒剤  0．5g／株定植時植穴土壌混和  1回十2回  （使用方法の違い）  
1日  開場8（3回，1日）  ＜ 0．05  

ピーマン   2  2％粒剤十15％く  0、5g／株定植時植穴土壌混和＋  1回＋2回   1日  圃場A（3回，1日）HPLC  O．24   

（果実）  
ん煙剤   50g／400m3燻煙処理  

（使用方法の違い）  
1日  圃場8（3回．1日）  0．14  

ピーマン   2％粒剤十20％水  0．5g／株定植時格穴土壌混和十   1日  圃場A（3回，1日）HPLC  O．32   
34  ピーマン  

2  

1回十2回  

（果実）  

0．38  
2ZO．4L／10a散布  1日  圃場8（3回．1日）  ○  
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No   分類   試験  試験条件  基準値  
農作物  臨場  

数  
最大残留量  

使用量・使用方法  l回数  巨鮎組数   （。。m）   の選定   （平均値）  

なす   
2  2％粒剤   1g／株（定植時横穴土壌混  1匝］   

63日  圃場A（1回，63日）統一  0．04  

和）  

（剤型違い）  

（果実）  60日  圃場8（1回，60日）  0．02  

なす   4000倍散布   
】日  圃場A（3回、1日） GC親  0．150   

2  20％水溶剤  300L／10a  （分析法の違い）  
（果実）  3回  ○（＃）  

35  ナス  

なす   4000倍散布   1日  圃場A（3回、1日） 統一  
∠  20％水溶剤  300L／10a  

（呆実）  3回  0．51  四   0．42  

なす   2％粒剤十20％水  1g／株定植時植穴土壌混和＋ gβクク希釈液150L（＃）又は   】目  圃場A（4回，1日）（＃）HPLC  O．50  
2  （適用外使用）  

（果実）  浴剤  仔  400L／10a散布  1十3回  1日  珊場8（4回、1日）（＃）  0．27  

なす   2  2％粒剤十15％く  1g／抹定植時頼穴土壌混和＋  1十3回   】目  圃場A（4回，1日）HPLC  O．14  
ん煙剤   50g／400m3燻煙処理  

（剤型違い）  

（果実）  1日  圃場8（4回、1日）  0．12  

なす   2  2％粒剤十1％粒剤  1g／株定植特権穴土壌混和十2g／  1＋3回   1日  圃場A（4回，1日）肝LC  ＜ 0．05  

株生育期株元散布  
（剤型違い）  

（果実）  1日  圃場B（4回．1日）  ＜ 0．05  

なす  1日  0．07  

巴  15％くん煙剤  50g／400m3燻煙   3恒］  
（剤型違い）   

（果実）  1日   0．23  

とうがらし類  
【モの一也℡Jナス鞘群舞】   8000倍散布   

7日  圃場A（3［乱7日）肝LC  O．16  

（果実）  
2  20％水溶剤  200，267．56L／108  2回  

7日  圃場B（3回－7日）  0．07  

ししとう  
（その他√けス綱■靂J   8000倍散布   

7日  囲場A（2回，7日 →8日）HPLC  O．36  ○   
36  その他のなす科野菜  巴  20％水溶剤  300L／10a  

0．32  

（果実）  

2回  
7日  圃場8（2回．7日）  0．28  

食用ほおずき （モの他のナス軒肝属〉  
14日  ＜0．05  

20％水溶剤   4000倍散布200L／10a   
（果実）   

3回  
148   く0．05  

きゆうり  48日  0．09  
2  2‰粒剤   1g／株（株元処理）   （剤型違い）  

（果実）  

1回  
46日   0．02  

きゆうり   
2000倍散布   

18  圃場A（3回、1日）統一  0．42  
2  20％水溶剤  171～300L／10a  3回  （剤型遠い）  

（果実）  1日  圃場B（3回、1日 →3日）  0．26  

きゅうり  きゆうり   1日  圃場A（3回、1日 →3日）統一  0．32   0．42  
37  

（含ガーキン）   （果実）  

2  15％くん煙剤  50g／400m3煉煙   3回  
1日  圃場B（3回、1日）  ○                          0．52  ★  

きゅうり  1g／株定植時株元散布十0．5g／株  1日  O．10  
2  2％粒剤＋1％粒剤   収穫30日前株元散布十2g／抹株    1＋1＋3回  （使用方法の違い）  

（果実）  元散布  1日   ＜0．05  

きゆうり   1g／株（定格時株元散布・1  ＝日  圃場A（5回、1日）ナ『LC  O，20  
（剤型違い）  

（果実）  巴  2％粒剤十15％く   回）05g／株（生育期株元散  2十3回                        ん煙剤  布）十煉煙処理（50g／400m3）  ＝日  圃場B（5回、1日）  0．06  

きゆうり   1g／株（定植時株元散布・1  1日  圃場A（5回、1日）肝LC  O．29  

2  2％粒剤十20％水   回）05g／株（生育期株元散  2十3回  
（使用方法の違い）  

（果実）  ～200L／10a、3回）  1日  圃場B′（5回、1日）  0．29   
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No   分類   試験  試験条件  
最大残留量  

基準値  
農作物  圃場  

数  使用量・使用方法  回数  経過日数   
（ppm）   の選定   

（平均値）  

38  かぼちゃ   
かぼちや   2000倍散布   

1日  圃場A（2回．1日）HPLC  ＜ 0．05   

（含スカッシュ）   2  20％水溶剤  300L／108  2匡】  0．13  

（果実）  1日  圃場B（2臥1日）  ○                            0，21  

かぼちゃ   1日  圃場A（3回，1日）肝LC  O．06  

（果実）  
剤   2  2％粒剤十20％水溶  1g／株 定植時頼穴土壌混和  1十2回  1日  圃場B（3回．1日）  0．08  

（剤型違い）  

ズッキーニ  1日  ＜0．01  
2  15％燻煙成型剤  燻煙、50g／400m3   

（果実）  

2回  
1日   ＜0．01  

すいか   7日  圃場A（3回、7日）統一  

40  スイカ  

0．06   

（果実）  

2  15％煉煙剤   50g／400m3煉煙   0．08  3回  
3日  圃場B（3回、3日）  ○  

すいか   3日  圃場A（4回、3日→7日）（＃）統一  0．06  

（果実）  2  2％粒剤＋20％水  み／株定植時格穴土壌混和（＃）  1十3匝］  
（適用外使用）  

0，07   

メロン   β♂♂の好散布（＃）   7日  圃場A（3臥7日）（酌 統一  

（果実）  

2  20％水溶剤  300，200L／10a  3回  
14日  圃場8（3回、14日）（＃）  

0．14    （適用外使用）                     0．03  
メロン   2％粒剤＋20％水  0．5g／抹定植時機穴土壌混和十 800希釈液50～250L／10散   3日  圃場A（4回、3日）（＃）GC  ＜ 0．05  

（果実）  2       ハ3回（＃）  ＜ 0．05  
（適用外使用）  

7日  圃場8（4回、7日）（＃）  

メロン類  メロン   
41  

7日  圃場A（3回，7日）統一  0．16  ○   

（果実）   （果実）  
2  15％燻煙剤   50g／400m3燻煙   

0．15  3回  
7日  圃場8（3回、7日）  0．14   

にがうり   
2  20％水溶剤   4000倍散布   

＝巳  圃場A（3回，1日）HPLC  O．16   
42  その他のうり科野菜  

（果実）  

200L／10a  3回  0．18  

1日  圃場B（3回，1日）  ○                           0．20   

ほうれん草   
8000倍散布   

14日  圃場A（2回，14日）肝LC  
43  ほうれん草  2  20％水溶剤  

O．42   

（茎葉）  
150～200L／10a  2回  0．06  

0．5∈i  

ほうれん草   
8000倖散布   

14日  圃場A（2回，14日）肝LC  
2  20％水溶剤  

○※  

（茎葉）  

200L／10a  2回  
14日  圃場B（2回．14日）GC  O．32   

オクラ   
2  20？‘水溶剤   4000借散布   

1日  圃場A（2回、1日）GC  
44  おくら  

O．18   

（果実）  
150L／108（3回）  1～3回  

0．30  

○  

さやえんどう   
2  20％水溶剤   4000倍散布   

1日  圃場A（3回，1日）HPLC  
45  未成熟えんどう  

O．84  ○   
300L／10a  3回  0．55  

（さや）  1日  圃場B（3回，1日）  0．26   

さやいんげん   
2  20％水溶剤   2000倍散布   

＝日  圃場A（3匡I、1日）貯LC  O．52   

（さや）  

15DL／10a（3回）  3回  

46  未成熟インゲン  
1日  囲場8（3回、1日）  0．26  

0．68  

さやいんげん   
2000借散布   

1日  濁場A（3回、1日）肝LC  O．50  

（さや）  

2  20％水溶剤  150～400L／10a（3回）  3回  
＝巳  圃場B（3回、1日）  0                                                                          1．45   

えだまめ   g棚散布（＃）   7日  圃場A（3回、7日）（＃）HPLC  O．31   
2  20％水溶剤  150L／108（3回）  3回  （適用外使用）  

（さや（未成熟だいず））  了日  圃場B（3回、7日）（＃）GC  △                       l．48  

えだまめ   2  2％粒剤＋20％水  （3k〆10a）土壌混和＋g♂♂の許散  1＋3［司   7日  圃場A（4回、7日）（♯）肝LC  l．42  ○   J．ノ∫  

47  えだまめ  
（さや）  

溶剤   布150L／10a（＃）  7日  圃場B（4回、7日）（＃）GC  O．83  （適用外使用）   
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No   分頬   試験条件  基準値  
農作物   最大残留量  

数  使用量・使用方法 ■  回数l  経過日数 （pp皿）   の選定   （平均値）  

エンサイ （そ梱叫又，   4000倍散布   
7日  圃場A（2回．7日）GC（肝D）  0，42  

2  20％水溶剤  
（茎葉）  

200L／10a  2回  
7日  圃場B（2回，7日）  2▲03  

ふだんそう 【モ■Jtじれ／井＃〕   4000倍散布   
7日  圃場A（2回，7日）HPLC  l．62  

2  20％水溶剤  
（薬）  

150】200L／10a  2回  
7日  圃場β（宰［軋7日）  1・94  

つるな  
4000倍散布   

l．8   

48  その他の野菜  そF痛け傭欄   2  20％水溶剤  2．30  

（茎葉）  
300L／108  3恒］  り日  圃場A（3回，14日）肝LC  2・8  ○  

モロヘイヤ   Zl日  圃場A（1回121日）（＃）HPLC  l・01  

2  20％水浴剤  4000倍散布→郎郁僻（＃）  2回  
（適用外使用）  

（茎葉）  21日  圃場8（1臥21日）（＃）  0・52  

やまのいも の むかご   4000倍散布   
21日  圃場A（3回，21日）肝LC  O■15  

2  20％水溶剤  
むかご（珠芽）  

300L／10a  3回  21日  圃場B（3回，21日）  0・08  

食用さくら   4000倍散布   
3日  圃場A（1軌3日）肝LC  l・22  

巴  20％水溶剤  300L／10a  1回  
（菓）  3日  圃場8（1回．3日）  0・33   

温州みかん   2000倍散布   
14日  圃場A（3回、14日）統一  0・17  ○   

49  みかん  ロ  20％水溶剤  0．10  

（果肉）  

400L／10a  3回  
14日  圃場B（3回、14日）  0・02  

温州みかん   200借樹幹散布   14日  圃場A（3回、14日）GC  ＜ 0■05  
2  20％水溶剤  （使用方法の違い）  

（果肉）  

30L／10a  3回  14日  圃場8（3回、14日）  ＜ 0・05  

温州みかん  3日  0．08  

2  15％燻煙剤   50g／400m3嫌煙   
（剤型違い）  

（果肉）  

3回  
3日   0・05  

温州みかん   2000倍散布   
14日  圃場A（3回、14日）統一  2．76  △   2，0  

みかんの皮  
（→その他のスパイス）   20％水溶剤  

（果皮）  

400L／10a  3回  14日  圃場B（3回、14日 →21日）  1・22  （さんしょう 2．2）  

温州みかん   200倍樹幹散布   14日  圃場A（3回、14日）GC  ＜ 0・05  

2  20％水溶剤  30L／10a  （使用方法の違い）  

（果皮）  
3回                            14日  圃場B（3回、14日）  ＜ 0・05  

温州みかん  3日  1・54  

2  15％煉煙剤   50g／400m3燻煙   
（剤型遠い）   

（果皮）  

3回  
3日   0・74  

夏みかん   2000倍散布   
14日  圃場A（3回、14日）統一  0・54   

50  なっみかん  2  20％水溶剤  0．72  

（果実）  

400L／10a  3回  
14日  圃場8（3回、14日）  ○                          0．90  

夏みかん   200借樹幹散布   14日  圃場A（3回、14日）GC  ＜ 0．05  
2  20％水溶剤  （使用方法の違い）  

（果実）  

30L／10a  3回  14日  圃場8（3回、14日）  ＜ 0．05   

かぼす   2000倍散布   
14日  圃場A（3回、14日）統一  0・88  ○   

その他のかんきつ類果実  田  20％水溶剤  0．71  

（果実）  
400L／10a  3回  

14日  圃場B（3回、14日）  0．53  

かぼす  200倍樹幹散布  16日  圃場A（3回、16日）GC  ＜ 0・05  
ロ  20％水溶剤  3恒］  

（使用方法の遠い）  

（果実）  
30L／10∈l  

すだち  200借樹幹散布  14日  圃場A（3回、14日）GC  ＜ 0・05  

（果実）   ロ  20％水溶剤  30L／10a   3回  

63   



No   分類   試験  
農作物  圃場  

試験条件  
最大残留量  

基準値  

数  使用量・使用方法   回数  経過日数   
（p叩）   の選定   

（平均値）  

りんご   2000借散布   14日  圃場A（2回、14日）統一  0．19  

（果実）  

2  20％水溶剤  400L／10a  2回  
14日  圃場B（2回、14日）  0．44  

O．5  
（使用時期の違い）  

りんご   2000借散布   7日  圃場A（2回、7日）肝LC  

（果実）  

2  20％水溶剤  500L／10a  Z回  
14日  圃場8（2回，14日）  く 0．2  

りんご   
2  20％水溶剤   2000倍散布   

1日  圃場A（2回、1日）肝LC  O．41  

（果実）  
500，600L／10a  2回  

1日  圃場8（2回、1日）  
（使用方法の違い）  

0．50  

りんご   2000借散布   1日  圃場A（3回、1日 →7日）1『LC  
52  りんご  2  20％水溶剤  

O．39   

（果実）  

500L／10a  3回  
1日  圃場B（3回、1日）  

0．60  

○                          0．80   

日本なし   2000倍散布   3日  圃場A（2回．3日）HPLC  O．18  

（果実）  

2  20％水溶剤  350，700L／10a  2回  
3日  圃場B（2回、3日）  

（使用時期の違い）  
0．28  

53  日本なし  
なし   

2  20％水溶剤   2000借散布   
1日  誰場A（2回、1日）ⅣLC  

2恒］  

O．28   

（果実）  
400．600L／10a  

0．51  

1日  圃場8（2回、1日）  ○                          0．74  

なし   
2  20％水溶剤   2000惜散布   

14日  圃場A（2【軋14日）統一  0．34  

（果実）  

400L／10a  2回  
21日  圃場8（2回、21日）  

（使用時期の違い）  
0．12   

びわ  
20％水溶剤   2000惜散布  

1日  圃場A（3回、1～7日）GC  
3回  

＜ 0．01   

（果肉）   
400L／10a  

54  ぴわ  

びわ  
0．02  

ロ  20％水溶剤   2000倍散布  
1日  圃場A（3回、1日）GC  

3回  
○  

（果肉）  
400L／10a  

もも   
2  20％水溶剤   2000倍散布   

7日  圃場A（3回、7日）統一  0．42  

（果肉）  
400L／10a  3回  

7日  圃場B（3回、7日）  0．23  
（使用時期の違い）  

もも   2000倍散布   3日  圃場A（3回、3日）HPLC  
55  もも  

0，69  ○   

（果肉）  
2  20％水溶剤  400■500L／10a  3回  0．53  

3日  圃場B（3回、3日）  0．36   

56  ネクタリン   
ネクタリン   

4000借散布   
3El  圃場A（3回，3日）HPLC  

2  20％水溶剤  
O．28   

（果実）  600，700L／10a  3匡】  
0．35  

○  

すもも   2000借散布   7日  圃場A（2回、7日）統一  0．12   
57  スモモ  

（果実）  

2  20％水溶剤  400L／10a  2匡】  

7日  圃場B（2回、7日）  
0．68  

○  

うめ   
2000借散布   

7日  圃場A（2回、7日）統一  
58  ウメ  

1．10  （⊃   

（果実）  

2  20％水溶剤  400L／10a  0．86  2恒］  

7日  圃場B（2回、7日→21日）  0．62   

おうとう   
59  おうとう（チェリー）  2000借散布   

3日  圃場A（1回，3日）HPLC  
2  20％水溶剤  

O．92  ○   

（果実）  
500・700L／10a  

0．80  1匝］  

3日  圃場B（1回．3日）  0．68   
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No   分類   ■  試験条件  基準値  
農作物   －  

最大残留量  （ppm）   の選定   

数  使用量・使用方法  回数 ■  経過日数  （平均値）  

いちご   4000借散布   
3日  圃場A（2回、3日）統一  0・18  

2  20％水溶剤  （剤型違い）  

（果実）  

150L／10a  2回  
1日  圃場8（2回、1日）  0・44  

いちご   2％粒剤十20％水  （1g／株）植穴混和処理＋2000倍   散布   1日  開場A（1十2回、1日）GC  O，86  

2  
（果実）  200L／10a（2回）  

い2回  
1日  圃場B（1十2臥1日）  0・78  （使用方法の違い）  

2000倍は2圃場  

いちご  ロ  2％粒剤十20％水    （1g／株）植穴混和処理＋4000侶  散布 4000借は1圃場  

（果実）  
浴剤  ．200L／10a（2回）   1日   

いちご   2  2％粒剤＋20％水  （1g／抹）抹元散布＋2000倍散布  1十2回   1日  圃場A（1＋2回、1日）肝LC  O，46   
60  イチゴ  0．92  

（果実）  
溶剤   200L／10a（2回）  1日  圃場Bく1十2回、1日）∝  ○                       1．38  

いちご  1日  0・41  

2  15％くん煙剤  50g／360～400m3煉煙  2回  
1日   

（剤型違い）   

（果実）  
0．41  

ブルーベリー   
4000借散布   

1日  圃場A（1回，1日）ⅣLC  ＜ 0．5   
61  ブルーベリー  2  20％水溶剤  1匝］  

0．75  

（果実）  
300L／10a  1日  圃場B（1回，1日）GC  l．0   ○  

ぷどう・デラウエア   2000借散布   14日  圃場Å（2回、14日）統一  
20％水溶剤  

〈果実）  

250L／10a  2回  
14日  圃場B（2回、14日）  

62  ブドウ  

ぷどう・デラウエア   2000倍散布   
14日  圃場A（2回、14日）統一  2．88  （⊃  2．29                       2・51  

（果実）  

2  20％水溶剤  200・250L／10a  2回  
14日  圃場B（2回、14日→Jノ日）（＃）  2・36  （適用外使用）  

ぷどう・巨峰  2000倍散布  14日  圃場A（2回、14日）統一  0．24  
ロ  20％水溶剤  2回  （品種の違い）  

（果実）  
250L／10a  

ぶどう   2000借散布   
14日  圃場A（溜、14日）（＃）肝LC  O．98  

2  20％水溶剤  300L／10a  （適用外使用）  

（果実）  J／好（＃）                       14日  圃場B（溜、14日）（＃）  1．14  

ぶどう・デラウェア  14日  圃場A（2回、14日）GC  ＜0．05  
2‰粒剤   6kg／10a樹冠下散布   2回  

（果実）   

（剤型違い）  

ぷどう・巨峰  14日  圃場A（2回、14日）GC  ＜0．05  
2％粒剤   6kg／10a樹冠下散布   2回  

（果実）   

かき   2000倍散布   
7日  圃場A（3回、7日）統一  0．40  ○   

かき  2  20％水溶剤  0．30  

（果実）  

400，420L／10a  3回  
7日  圃場8（3回、7日）  0．20   

キウイフルーツ   
2000惜敗布   

7日  圃場A（3回，7日）肝LC  ＜ 0．05   
64  キウィー  2  20％水溶剤  3回  ）。   0．05  

（果肉）  
260．∫♂βL／10a  7日  圃場B（3回，7日）  ＜ 0．05   

マンゴー   
2000倍散布   

35日  圃場A（3回，35日）LC一肌S／MS  
65  マンゴー  2  20％水溶剤  

（果実）  
30D・700L／10a  3回  O．44  ）。  0．44  

パッションフルー・ツ   
2000倍散布   

且飢冒（＃）  圃場A（2臥28日）（＃）肝LC  O．04   仇ノ7  

66  パッションフルーツ  
（果実）  

2  20％水溶剤  312．5．267L／10a  2回  ○  （適用外使用）   
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No   分類   試験  試験条件  
最大残留量  

基準値  
農作物  圃場  

数  使用量・使用方法  回数  経過日数   
（ppm）   の選定   

（平均値）  

いちじく  
トモ叫黒幕】   2000借散布   1日  圃場A（3回、1日）肝LC  O．永   

67  その他の果実  
（果実）  

2  20％水溶剤  400L／10a  3回  0．46  

1日  圃場B（3回、7日）GC  ○                         O．47  

アセロラ  
lモの他の1事】   4000借散布   

7日  圃場A（2回，7日）HPLC  O．22  

（果実）  

2  20％水溶剤  566．220LハOa  2回  
γ日  圃場8（2回，7日）  0．40  

カリン  
（モ山u′J■幕J   

14日  圃場A（2回，14日）（＃）HPLC  O．34  

（果実）  
2  20％水溶剤  ノク噸散布40L／2樹（＃）   2回  

14日  圃場B（2回，14日）（＃）  0．24  
（適用外使用）  

あけび  
（モり他のノ■貫）   2  20％水溶剤   4000倍散布   

7日  圃場A（2回，7日）HPLC  
2回  

O．17  

（果実）  
500L／10a  

7日  圃場8（2回，7日）  ＜ 0．05   

茶   
2  20，乙水溶剤   4000倍散布   

13日  圃場A（1回．ノ∫β）（＃〉 統一  9．88  

（荒茶）  

300L／10a  1匝］  

1t日  圃場B（1回．14日）  12．0  
（使用方法の違い）  

68  茶  

茶   
2  20，6水溶剤   2000惜敗布   

13日  阻場A（1匡】．ノ∫β）（＃）統一  19．8   （適用外使用）  

（荒茶）  

300L／10a  1回  
14日  圃場B（1回，14日）  ○                          21．4  g仇β  

茶   
2  1鍋液剤   2〃〃婚散布（＃）   14日  圃場A（1回．14日）（＃）HPLC  5．47  

（製茶）  

200L／10a  1回  
14日  圃場8（1回，14日）（＃）  5．40   

（適用外使用）  

さんしょう ．そ。他のMイス，   
69  その他のスパイス  4000倍散布   

7日  圃場A（1回，7日）HPLC  
1回  

2．0   2．15  

（呆実）  

2  20％水溶剤  300L／10a  
7日  圃場B（1回．7日→21日）  2．3  （⊃                           （みかんの皮2．0）  

さんしょう 1モの－わス．く．封   
200倍散布   

丁日  圃場A（1回，7日）LC／MS  ＜ 0．2  

（果実）  

2  20％水溶剤  20L／10a（樹幹散布）  3回  
丁日  圃場B（1回－7日）  ＜ 0．2  

（使用方法の違い）  

さんしょう（モの他のハ＿プ，   
4000倍散布   

45日  圃場A（6回，45日）肝LC  
2  20％水溶剤  

（葉部）  
150L／10∈l  6恒］  

45日  圃場B（6回，45日）  

しそ （モの働ハ＿プ】   

2  209白水溶剤   4000倍散布   
14日  圃場A（劇野，14日）（＃）Ⅰ廿LC  

（葉）  
200L／10且  2、滑  

セージ  
lモの■り′、－ブ）   2  20，i水溶剤   4000借散布   

21日  圃場A（3回，21日）Ⅰ℡LC  

（草葉）  
300L／10a  3回  

21日  圃場B（3回，21日）  
セーシ  
lモの■のハーブ）   8DOO倍散布   

21日  圃場A（3回，21日）HPLC  
2  20？ら水溶剤  

（茎葉）  
3DOL／108  3回  

21日  圃場8（3回，21日）  

タイム  
lモーl他のハープ】   8000惜敗布   

Zl日  圃場A（3回，21日）HPLC  
2  20％水溶剤  

（茎葉及び花）  300L／10a  3回  

オレガノ（モの仙わハープ，   
2  20％水溶剤   8000借散布   

78  圃場A（3回．7日）HPLC  

（茎葉）  

300L／108  3回  
7日  圃場8（3回．7日）  

あさつき tモの他のハ＿刀   

2  20％水溶剤＋2％  6kg／10a植横土壌混和 2 借希釈液散布  1十3回   
丁日  圃場A（4回．7・日）HPLC  

（茎葉）  粒剤   200L／10a  7日  圃場B（4回．7日）  

レモンパーム 丑の伽、一刀   
2  20％水溶剤   4000佑散布   

14日  圃場A（3回，14日）HPLC  

（茎葉）  
300L／10a  3匝］  

14日  圃場B（3回．14日）  

66  
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No   分頼   試験  試験条件  基準値  
農作物  踊櫨  最大残留量   

数  使用量・使用方法 回数l経過日数   （。。m）   の選定   （平均値）  

はっか（スペアミント）（モー血ハープ）   
8000倍散布   

7日  圃場A（3回，7日）肝LC  2．4   ○   
70  その他のハープ  2  20％水溶剤  300L／108  3回  2．35  

（茎葉）  7日  圃場B（3回，7日）  2．3  

はっか（スペアミント）（モの欄ハー刀   
イ♂ββ】好散布川）   

7日  圃場A（3回，7日）（＃〉 HPLC  3．3  
2  20％水溶剤  300L／108  （適用外使用）  

（茎葉）  

3回  
7日  圃場B（3回，7日）（＃）  4．0  

タラゴン ‖り川レ、＿ブ〕   4000信教布   1絹  圃場A（2臥14日）肝LC  l．3  
2  20％水溶剤  150L／108  2［司  

（茎革）  14日  圃場8（2臥14日）  2．06  

チャービル ＝トわ憎ハープ）   
8000倍散布   

21日  圃場A（3臥21日）肝LC  l．0  

（茎葉）  

2  20％水溶剤  300L／108  3回  
21日  圃場β（3回，21日）  1．6  

ディル（その他ハープ）   
8000倍散布   

21日  圃場A（3回，21日）肝LC  ＜ 0．5  

（茎葉）  

2  20％水溶剤  300L／10a  3匡］                          Zl日  圃場B（3回，21日）  0．46  

バジル （その他／、一プ）   
8000倍散布   

21日  圃場A（3回，21日）肝LC  l．9  

（茎葉）  

2  20％水溶剤  300L／10a  3回  
～1日  圃場B（3回，21日）  1．5  

みょうが【その他ハーブ】  1日  ＜0．04  
2  15％煉煙成型剤  くん煙処理（50g／400m3）   3回  

（花穂）  1日   0．03  

マジョラム（その伽、▼ブ）   
8000倍散布   

14日  圃場A（3回，14日）肝LC  O．5  

（茎葉）  
2  20％水溶剤  300L／10a  3回  

】4日  圃場B（3回，14日）  2．8   

まゎ如として残留量の高い試験成旗を用いている。（基準設定の代表値の。印と同様の基準値（案）となる。）  
最大残留量欄の「統一」、「GC」、「HPLC」等は分析の種類、「親」は親化合物アセタミプリドのみの分析値を示す。  
★ しろうり及びその他のうり科野菜については、きゆうりの残留量（0．42ppm）の2借をもって、緊急登録されてきた経緯があるものとされる。  
今回、当該農作物の基準設定のための試験成凍は提出されていないが、農林水産省から、理由書の提出をもって、同基準値の維持が要請されている。  
※印の試験については、短期暴露量推計の試算も勘案し、使用方法の見直し（使用時期散布3日後→14日後）を行った場合の残留値を示している。  
なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「アセタミプリド」に記載されている作物残留試験成績は、各試験桑件における残留農薬の最高値及び各試  
験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  
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（別紙1－2）  
アセタミプリド海外作物残留試験一覧表（①米国における作物残留試験結果）   

No   分類   農作物   試験  試験条件  
閻‖員  別型   価■用量・膵用方I毛   ［司教  経過日数   

最大残留量（pp血）  平均値  

7日  圃場A  
ライマ豆（Limabe8n）   0．1011bai／A  7日  圃場B  

小豆類  2004年  11．32gai／10a  3回    7日 7日  ㈲場C  
（アメリカ合衆国）  6  70％水和剤  

散布  胡粉D  
）  0．08   

LC／MS／MS法  7日  圃場E  
7日  l惑場F   

7日  圃場A  
えんどう（Greenpe8S）   0．1011bai／A  7日  圃場B  

2   
えんどう  2004年  

（アメリカ合衆国）  6  70％水和剤  11．32gai／10a  7日  
3回     7日  

圃場C  

散布  
圃場D  

LCルS川S法  

）  0．02   
8日  圃場E  
7E王  間j象F   

7日  圃場A  
そらまめ（Greenbean）   0．1011bai／A  7日  圃場B  

3   
そらまめ  2004年  

（アメリカ合衆国）  6  70％水和剤  11．32gal／10a  3回    7日 7日  圃場C  

散布  圃場D  
LC／姐S／貼S法  7日  圃場E  

）  0．04   
7日  戚堤F   

レタス   7日   圃場A   0．650  （5回、7日）  

（外側乗込）  0075 工b8i／Å   7日  ．140  （5回、7日）  

1997年  6  7C席水和剤  8．41gai／108   7日  

5回  

圃場C  ．376 （5匝】、7日）  

アメリカ合衆国  散布  圃場D  ．277 （5回、7日）  

ECD－GC法  7日  師場E  ．423 （5回、7日）  
7日  圃娯F  ．676 （5Ⅰ司、7日）  

レタス   
r外佃】埜i入1  2  70％水和剤   

圃場A   ．061  （5回、7日）  

4－1  
0．075Ibai／A   5回  7日  日   開場8   0．257  （5匝l、7日）  

レタス   7ロ   圃場A   0．018  （5回、7日）   

（外側薬を除く）  0．0751b 8i／A   7日  ．052  （5回、7日）  

1997年  6  70％水和剤  841g8i／10a  7日  

5回  

．Ol  （5回、7日）  

レタス  （アメリカ合衆国）  散布  師場D  ．060  （5回、7日）  
7日  圃場E  ．】70  （5回、7日）  0．08  

ECD－GC法  
7日  閲場F  ．274  （5匡l、7日）  

レタス  2  70％水和剤   0．075Ibai／A  7日  圃場A  
（外仙重か除く）  8．41gai／10a   5回   7日  圃1暴B   ノ  

7日  圃場几  0．606   （5回、7日）  
サラダ菜   00751b ai／A   7日  圃場B  0．298   （5回、7日）   
1997年  

（アメリカ合衆国）  6  70％水和剤  8．41gai／10a   7日  
5回  

．412  （5回，7日）  

4－2  散布  ．959  （5回、7日）  
ECD－GC法  7日  師場E  ．868   （5回、7日）  0．48  

7日  圃場F  ，116   （5回．7日）  

サラダ菜  2  70％水和剤   0．0751b81／A  7日  圃場A  ・ 
1998年  8，4lどai／10a   5回   7日  圃場8   ・ 

7日  圃場A  
たまねぎ  0．1481bai／A  7日  圃場8  

たまねぎ  （BuldOnion）2004年 （アメリカ合衆国）  12．69gai／10a   7日  
4回     7日  

珊場C  7 

散布  圃場D  
LC／MS／MS法   7日  圃場E  

）  0．01   
7日  聞墟F   

ほうれん草   7日   圃場A   0．036  （5回、7日）   

1997年  0．0751bai／A   7日  ．211  （5回、7日）  

（アメリカ合衆国）  5  70％水和剤  8．41gai／10a  5回  ．49  （5回．7日）  

7   ほうれんそう  ECD－GC法  散布  7日  圃場D  ．552   （5回、7日）  
7日  圃場E  ．08   （5［軋7日）  0．87  

ほうれん草   0．0751bai／A   7日   圃場A   ．031  （5回、7日）  
1998年  3  70％水和剤  8．41gai／10a  5回                      7日  ．13  （5回、7日）  

rアメリカ合衆園1  散春  7日   圃場C   0．464  （5匝！、7日）   

さやえんどう  0．101Ibai／A  7日  圃場A  

8   

（Peasinpod）  
11．32g8i／10a  3回  

8日  圃場8  
未成熟えんどう     2004年（アメリカ合衆国）   

散布  7日  圃場C   。 

）  0．16   
LC／MS／MS法   
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No   分類   農作物   試験 ∃式験粂件  
l爾≠象 借用量・使用方法 l回教l   経過日数   

最大残留量（pp皿）  平均値  
創製  

7日  圃場A： 0．16  （4回、7日）  

リンゴ   7日  圃場B： 0．59  （4臥7日）  

1997年  
0．151bai／A   7日  麻楊C： 0，27  （4回、7日）  

（アメリカ合衆国）  70％水和剤  16．82g8i／ユOa   4回  圃場D  0．14  （4回、7日）  

ECDpGC法  散布  7日  圃場D  0．12  （4回、7日）  
7日  圃場E  0．28  （4回、7日）  
7R  O 18 JA†百17Rl  

闇娘F   

9   

りんご  （4回、7日）  
7日 7日 7日  圃場A 圃場B  0．24  （4恒］、7日）  

リンゴ   0151bai／A   7日   開場C  （4回、7日）  
1998年  16．82gai／10a  4回  ，26  （4回、7日）  

（アメリカ△衆国）  10  70％水和剤  
散布  

，30  （4回、7日）  
ECD－GC法  7日  圃場E  0．18  （4回、7日）  

7日  圃場F  0．54  （4回、7日）  
7日  圃場F r商量象∩  0．25  （4回、7日）   
7R  ∩ク1  

7日  圃場A  

なし  7日  圃場B  

1997年  0．151bai／A  丁目  圃場C  

（アメリカ合衆国）  7  70％水和剤  16．82g8i／10a   4回     7日  圃場D  
散布  7日  圃場D  

10   西子羊なし  EDC－GC  10日  圃場E  

0．25  

0．21  

なし  丁目  圃場A  
8．151bai／A  

1998年（アメリカ合衆国）   圃場8   
EDC－GC   

1日  圃場A  （2回、1日）  

1日  圃場A  0．23 （2回、1日）   

1日  圃場B  0．11 （2回、1日）   

0 26 上bai／A   1日  圃場C   0．24 （2回、1日）  
いちご   2915g8i／10a  2回  圃場D：  0．06  （2回、1日）  

いちご  2004年  
（アメリカ合衆国）  10  70％水和剤  散布  1日   圃場E：  0．09  （2匝】、1日）  0．12  

LCルSルS法  1日  圃場F  0．04   （2回、1日）  

1日  圃場G  0．12   （2回、1日）  

5桓］ は）  1日   圃場H：  0．05  （5回（＃）、1日）  

0．251bai／Å  
28．03Fai／108 散布  2回  1日   圃場A：  0．03  （2回、1日）  

ラズベリー  
2004年  

0．11bai／A  

（アメリカ合衆国）  30％拉剤  11．21gai／10a   5回  1日   眺： 1・054  （5臥1日） 

トC／MS／MS扶   
散布  

12   ラズベリー  ラズベリー  0．2Ibai／A（＃）  0．92  

2004年  
0．11bai／A  

（アメリカ合衆国）  70％水和剤  22．42gai／10a  3回  1日   圃場A：  0．779   は）（3回、1日）  

LC／MSルS法   
】1．2】gai／10a  
散瀬  

ブラックペリー   D．1Ibai／A  5回  1日 1日   圃場A  
2003年   2  70％水和剤    11．21Fai／10色 数滴  閤1易8   

0，1上bai／A  1日  圃場A  0．45  

3  70％水和剤  11．21gai／10a   5回   8日  ㈲場B  
ブラックベリー  ブラックベリー  散乗r  7日  圃場C   

13  
2004年  0．4Ib8i／▲（除）  

（アメリカ合衆国）  
LC／MS／MS  7（掬水和剤  0．11bai／Å 45．28gai／10a 11 圃場A：  2．484  （2回（除）、2日（射）  

．21gai／10a  
散．栴   

1日  圃場A  7  

ブルーベリー  0．1上bai／A  1日  圃場B  

14   ブルーベリー  2004年  6  70％水和剤  11．21gaiノ10a   1日  圃場C  
（アメリカ合衆国）  散布   5回     1日  圃場D  

）    0．35   
LC′欄S／MS法  1日  圃場E  

1日  臨場F   
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No   分類   農作物   試験  謬ミ験粂件  
間ゴ嘉  剤型   借用畳・借用方法   【司教  経過日数   

最大残留量（ppm）  平均値  

28日  圃場A  0．023 （4回、28日）  
28日  圃場B  （4回、28日）  
28日  圃場C  0．10 （4回、28日）  
28日  圃場D  （4回、28日）  

綿実  0．11bai／A  28日  圃場E  0．056 （4回、28日）  

1997年  12  70％水和剤  11．21gai／10a   28日  圃場F  0．12 （4匡】．28日）  

アメリカ合衆国  散布   4回  圃場A  0．10 （4回、28日）  

15   綿実  28日  圃場B  0．02 （4回、28日）  
Z8日  圃場C  0．50 （4回、28日）  

0．11  

28日  圃場D  0．36 （4回、28日）  
28日  圃場E  0，029 （4回、28日）  
28日  闊l場F  0．14  r41司．28日）  

綿実   0．11bai／A   28日   圃場A   0．09  （4回、28日）  

1997年  2  70％水和剤  11．21g8i／10a   
アメリカ合衆国  散布  4回                            28日   圃場8：  0，048  （4回、28日）   

ベカン  14日  圃場A  

（分析部位：Nut）  0，1791bai／A  14日  ㈲場B  

16   べカン  2003年  6  70％水和剤  20．07g8i／10a  14日  

4回     14日  

開場C  

（アメリカ合衆国）  ‡i・i  
圃場D  

）   0．02   
LC川S／MS法  14日  圃場E  

14日  圃場F  
14日  

14日  圃場B   

アーモンド  14日  圃場C   

14日  圃場D   

‡   0．01  
（NutおよびHull）  0．1791bal／A  

17   アーモンド  2003年  5  70％水和剤  20．07gai／108   E   

（アメリカ合衆国）  散布   4回      14日   1．90  （4臥14日）  

LC川S川S法  14日  3．83  （4匝】、14日）  
14日  圃場C   0．222 （4回、14日）  
14日  圃場D   l．99  （4回、14日）  
14日   圃場E  0．779 （4【乱14日）   ／  

エシャロット  0．0751bai／A  7日  圃場A  
18   その他のハープ  （GreenOnion）  3  70％水和剤  8．41g8i／10a   5回   7日  圃場B  

199只年  散布  7日  圃場C   …≡≡；‡呂… ）   0．80   

アセタミプリド海外作物残留試験一覧表（②韓国における作物残留試験結果）  

試験  No   分類   農作物  師ゴ身   
剤琴l   

試験儀件  
使用量・イ車用方法   t司教  柘i例日教   残留量（ppl乃）   最大値  

とうがらし   250L／10a   圃場A：  1．03  （＃）   

6  その他のなす科野菜    l  4％水和剤    2回  ノβ（＃）  （1圃場）   1．14  （＃）  1．14  
2005年  1．02  （＃）   

（＃）これらの作物残留試熟ま、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない。  
（除）登録内容・使用基準との対応が確認できないことから、評価対象から除外。  

＊1：Nutナッツ＊2：Hull 外皮  
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（別藻氏2）  農薬名  アセタミプリド   

〈0．05，く0．05  

【米国】0．00447～D．0299（n＝6）  
まめを参照   

【米国】0．00410～0．178（n＝6）  

く0．05（軌く0．05（＃）   

0．15（＃），0，18（＃）   

0．36（＃），0．64（＃）   

の他のあぶらな科野菜  0．88，2．85（非結球メキヤヘ◆ッ）  

【米国】レタスを参照   

【米国】レタスを参照   
eゆ．e丈CePtbra5Sic已）、   

2．67．1．02（ロメインレタス）  

【米国lレタス＜0．Ol～0．274（n＝8）、   
サラダ菜0．106～0．959（n＝8）  
1．26，048（食用キ●ク）   

【米国】たまねぎを参照   

0．50（め．0．73（＃）   

0．150，0．584（＃）   

【韓国】とうがらし1．14（＃）  

0．36，0．28（シシトウ）   
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農薬名  アセダミプリド  

しろうりの緊急登録と同期化した対応  
（農林水産省からの理由書による要請 

0．16，0．20（にがうり）  

pl旭Ch．N●WZo山且nd5p】n8Ch）  【米国】0．031～2．49（n＝8）  
0．01   

001  兼（Vegot8b】e，tub8mU5mdeo口n）   

0．6  米（Veget■bb．le糾me．e山ble匹劇ed）   

0．6  米（Veget■ble，legume．edlblepodded）   1．45，0．50，0．52，0．26   
0．6  1．42（＃），0．83（＃）   

3  

州・ 
．．．． （申；モロヘイヤ）  

0．5   

0．5  米（Fn山．citM）  

米 ■ 加   
0．5   登録作物群；かんきつ   

のかんきつ類果実  0．5  
加（Cd▲mDndlTL＄．Cjtr出CjtTOnS，CitTuS  0，88，0．53（力水●ス）   

hyもポム．Kllmqu山．T肌㌍血e占）   

1．2   

l．2  米（Fruil．slonちeXCeptpl11m．pnlne）   

0．2  米田l肌．pnme．打esh）   

0．2  米（P山m，pnme．鮎sh）   も（プルーンを含む）  

1．2  米（Fnlit．stonちeエCeP【plunprune）   

0．6  米（Bel叩．l01yFOdngsubgrDuP5）  

1．6  米（C鮒ebrけさub訂Oup）   【米国】1．054．0．779（＃）  

登録作物群；ペソ「類   
（ブラックペリー）  

1．6  米（CⅦObe口γ5Ub訂OuP）  

【米国】0．0867～0．616（n＝＝6）  

【米国lいちごを参照   
1．6  兼（B11さhbenY5ub訂叩）   【米国】ブラックペリーを参照   
1．6  米（Bushberけ，C且nebe汀γ．SUb訂OUP）   

0．2  2．88，2．51，1．47   

0．現．0．47（十王／●ク）   
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農薬名  アセタミプリド  （別紙2）  

【米国】ペカンを参照  
【米国】ペカンを参照   

【米国】0．009～0．047（n＝6）  
【米国】Nut；＜D．0ト0．022（n＝6）   

【米国】ペカンを参照  
【米国】ペカンを参照   

19．8（軌21．4（荒茶）   

2．0．2．3（さんしょう）   
（みかんの皮2．76，1＿22）  

ma血1））  

、加（F8t（，fc8tt】e）   

byproducts）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において設定された基準値については、網をつけて示した。  
登録有無の柵の「O」、「申」、「緊」は、それぞれ、現登録の有無、登録内容の変更、農林水産省からの緊急登録要請がなされたものであることを示す。  
【国名】として、基準設定の根拠とされた海外作物残留試験（米国）の該当結果を示す。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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別紙3  

アセタミプリド推定摂取量（単位：LLg／人／day）  

食品群   

0，05   とうもろこし  0．2    0．5  0．1  0．9  0．2  0．5  0．1  0．2  0．0   
′」、豆類  2  0．33  2．8  0．5  1．0  0．2  0．2  0．0  5．4  0．す   

そらま河 
ばれいしよ  0．3  0．04  11．訂  1．5  6．4  0．9   

05  2．3  0．6  1．1  0．3   

0．2   

えんどう  0．4   0．02  0．1  0．0  0．0  0．0  0，1  0．0  0．2  0．0  ‾  ＿9二4  0．04  0．1  0．百  0．0  0．0  0．0  0．0  0，2  0．0                ‾■‾“1了．9  1．6  8．1  珊  さといも類  ‾‾訂富‾ ‾一石 
．05   

5   

0．02   

1．30   

訂          1．6  0．4  3．5  0．9  やまいも（長いも）   0．01  0．1  0．0  0．0  0．0  0．1  0．0  ‾訂ち  0．0  こんにやくいも  0．2  0．05  2．6  0．6  1．1  0．3  2 2  0，6  2．7  0．7  てんさい    0．05  0．9  0．2  0．7  0．2  0．7  0，2  0．8  0．2   
定ビュ左腰」乏雲上＿ヱと王立貪むユ“塑根  0．2  0．02  9．0  0．9  3．7  0．4  5丁 
だいこん類（ラディッ 
かぶ類の根  0．1    0．3   
垂逗‡農生温…＿＿＿＿＿．．．．．＿＿……“＿＿＿＿仙＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿  5    2． 
西洋わさび  0．05  0．01  ‾巧：す‾  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  「－…“石丁す   
はくさい  0．5  0．17  14．7  5．0  5．2  1．8  11．0  3．ラ  15．9  「‾‾‾‾‾‾‾訂才   

3   

キャベツ    1．00  68．4  22．8  29．4  9．8  68．7  ‾元二う  59．7  19．9  芽キャベツ  0．3  0．08  0．0  0．0  訂石  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  ケール  5  ●  5  0．5  0．5  0．5  0．5  0．5  0．5  0．5  0．5  こまつな  5  1．38  21．5  5．9  10．0  2．8  8．0  2．2  29．5  8．1  きような  5  1．63  1．5  0．5  0．5  0．2  0．5  0．2  1．5  0．5   
1．97   

0．26   
テ‾シザジ■す才W‾‾‾‾‾‾‾【‾‾‾■‾叩‾‾‾■‾‾■■‾‾－‾‾‾‾｝‾…‾‾‾‾…‾‾‾‾…  5    7．甘‾  2．8  1．5  0．6  5．0  2．0  9．5  3．7   0．4  0．1  0．1  00  01  0．0  0．4  01   カリフラワー  巾  

＿ 1．87   
チコリ  3  ●  3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．3   
エンダイブ  3  ●  3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．3  0．ち  0．3  0．3   

5   しゆんぎく    1．21  12．5  3．0  3．0  0．7  9．5  2．3  18．5  4．5   
レタス   5   1．85  30．ざ‾  11．3  12．5  4．6  32．0  11．8  21．0  7．8   

1．2  0．3  0．3  0．1   

4．5   

にんにく   0 02  ● 002  0．0  0．百  0 0  0 0   

ブロッコリー  2  0・59   9．0  2．3  5．6  1．4  9．4  2．4  8．2  2．1  堅負担嬰鼻ぶらな科野菜  5   10．5  3．9  i二盲  0．6  1．0  0．4  15．5  5．8                                                                                              そあ宿昔く科野菜  3  0．87          1．5  0．4  2．1  0．百   
たまねぎ  0．2  0．05  6．1  1．5  3．7  0．9  6．6  1．7  4．5  1．1  ‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾【‾‾‾‾■‾‾岬‾‾■－……‾‾‾…‾  

にら   5   

0．14   アスパラガス  0．5    0．5  駐呈  0．2  0．0  0．2  0．1  0．4  0．1   
3  0．75   

打ぎてヴニ享了    0．80  50．9  9．0  20．3  3．6  36．9  6．6  60．8  10．8                    ‾‾古‾百  0．0  0．0  0．0      1．65  臥0  2．‾百  3．5  1．2  3．5  1．2  8．0  2．6                        ラ 
その他のゆり科野菜  0．2  0．05  0．2   

0．75   パセリ  3    0．3  0．1  0．3  0．1  0．3   

1．40   

トマト   

ケ 
セロリ  3  ●  3  1．2   

ピーマン   
1二至  0．3  0．3  0．9  0．9  i二す  1．2  みつば  5    1．0  0．3  0．5  0．1  0．5  0．1  1．0  0．3    2  0．62  …竜8．6  15．て  33．8  10．5  49．0  15．2  37．8  11．テ    巾   

0．38  4．4  1．7  2．0  0．8  1．9  0．7  3．7  1．4   

ナス  2  訂毒す‾  8．0  ‾‾‾‾丁7  1．8  0．4  6．6  ‾丁盲  11．4  「‾‾‾■‾‾‾乞‾盲  享‾ゐ砥ナス科野菜  2  1．14  石二甘‾  0．2  0．2  ‾‾‾訂r  0．2  0．1  0．6  0．3  きゆうり  2  0．42  ヨ2．㌻‾  旦 
カボチャ  
しろうり   

0．08   
＿阜  16．4   

メロン類  0．5   
享 
ほうれん葦   

0．30   オクラ  b    0．3  0．r  0．2  0．1  0．2  0．1  0．3  0．1  ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■■   
束歳葡町  2  0．55  1．2  0．3  0．4  0．1  1．4  0．4  1．2  0．3   
未成熟インゲン  3  0．68  5．7  1．3  3．6  

1．13   
すいか  0．3    0．0  0．0   
その他の野菜  5  2．30  盲訂百 
みかん  石て 

レモン′   

0．3   

なっみかんの果実全体  2  0．72  0．2  0．1  0．2  0．1  0．2  0．1  0．2  0．1    2  ●  2  0．6  0．6  0．4  0．4  0．6  0．6  0．6  0．6   
オレンジ  2  ●  2  0．8  0．8  1．2  1．2  1．6  1．6  0．4  「‾‾‾～‾‾石二て   

ライム  2  ●  2  0．2  0．2  0．2  0．2  0．2  0．2  0．2  0．2   
その他のかんきつ類果実  2  0．71  0．8  0．3  0．2  0．1  0．2  0．1  1．2  し 0・4   
りんご  2  0．60  70．6  21．2  72．4  21．7  60．0  18．6 
膏青首丁 

西洋なし  2＿  ●  2  0・星  ＿＿＿牡＿ヨ   
マ／レメロ  巾  ● 1  0，1  二亘＿ユ  0・！   
びわ   
もも  2  0．53  1．0  0．3  1．4  0．4  8．百  2．1   グレープフルーツ  2  ●  2  2．4  2・些  0．8  0．8  4．2  4．2  1．6  「■‾‾‾‾丁古                                                                 ■  ‾‾‾‾‾‾正二すL  21．4  ‾‾…‾■‾■‾－‾‾…‾－‾■■‾‾‾‾岬‾■‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾－－‾‾‾…”‾■  2  ‾‾‾－‾訂盲1  10．ぎ…  2，6  8．8  2．2  10．6  訂ラ  …‾て百‾盲L  2 6              ‾‾‾訂ち  0・乙  0．2  O二三                   ‾‾‾‾‾百1  仇1  0・ユ    ‾石．1  0．元‾‾  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  ‾‾‾‾‾‾訂0  
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高齢者  

食品群   
婦  

TMDI   

T肥Ⅰ   

杢ヱ」乙り＿主二山  匹  0 35   0 0  01  0 0   
アジズて膏ララ 
スモモ   10  0 6  01   
ウメ   

おつとフ   0 3  0 3  0．3  
イチゴ   01  0 3  Oi‾   
ラズベリー  16  0 92  0．2  01  0 2  0て  0 2  01  0 2  山二＿1  
L o・0  プフックベリー  1．6  0．45  0 2  0．0  0．2  0 0  0 2  0 0  0 2   
ブルーベリー  2  0．75  0 2  01  0 2  01  0 2  01  0 2  01   
クランベリー   0．6  ● 0二竃 

ハックルベリー  1．6  ● 「甘 
その他ベリー類  2  ●  2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2  
ブドウ   8．7  

かき   
キウイー   
マンゴー   
ハツションフ／レーツ   

0．46   

ぎんなん   
く り   

アー・モンド   0．1   0．01   

ク／レミ   

5  2．15   

百方画面六二ニヲ 5   

42．0   
陸棲ほ乳類の肉類   
蘭ま乳類の乳類   
遷禽の肉類   10  10   ‾…  0．1  0．1  01  01  01  01  01  01       ‾‾‾  0 2  0．2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2  0 2                                    5  2．29  29 0  13．3  22∵旦 8．0  101  8 0  3．7 65  19．0   149    何  0 30  31．4  9．4   2 4  215   ‾有‾首    0 2  0 05  0，4  0．1  0 3  01  0 2  01  0 4  01    ロ  0．44  0．1  0 0  0．1  0．0  01  0 0  01  0 0    0．7  017  oi‾‾‾  0 0  01  0 0  01  0 0  01  0 0  その他の果実  巾    3 9  18  5 9  2 7  1．4 01  0 6  17  0 8  綿実（種子）  0．6  0．12  0．1  0．0  0．1  0 0   0 0  01  し 0．0    0．1  ● 0．1  0．0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0．0     D，1  ● 0．1  0．1  0．1  0．1  0．1  0 0  0．0  01  01  ペカン  0．1  0．02  0．0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0        0 0  0 0  0 0  0．0  0 0  0 0  0 0  0 0    0．1  ● 0．1  0．0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  享あ葡干すラ葡「‾‾‾‾■‾‾‾…‾‾‾‾】‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾－■‾…‾‾“‾‾‾  0．1  ● 0．1  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0 0  0 0  茶  30  20．6  90．0  61．8    28．8  105．0  72．1  129 0  88 6  その他のスパイス      0．5  0．2  0．5  0，2  0 5  0．2  0．5  0．2  ‾‾‾‾‾‾‾‾‖‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■▲‾‾▲‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾…‾－   
の卵類   0．01  ● 0．01  0．4      0．3  0．4  

計  

ADI比（％）  816．6  421．6  474．7  写52・2 22．5  709．4  405．0  890 6          21．6       18．0  
●印は、個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うに当たり、基準値（案）の数値を用いた。  
☆印は、牛肉中の代謝物mト2r2（IM－2－1－arnide）の残留も勘案し、基準値（案）の11倍の暴露量をもって推計。   
（EPAll／5／2004MEMOMDUM）  
TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
EDI：推定一日摂取量（Estimated DailyIntake）  
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アセタミプリドの短期暴露量推計に係る概算結果（暫定版〉  

国展全紘  （＞120人）  平成20  生12月：現在  

食品   MRL  
／Jav）   

ほれいしよ   0．3   188．7  54．5   162  3  28   3   3   

やまいも   0．05   158．0  56．3   810  3  2b   0．4  

だいこん類の根   0．2   234．6  56．1   1．170  3  2b   3   3   

だいこん頸の葉   135．3  54，8   360  3  2b   37  40   

かぶ顆の根  0．1  158．1  58．8  127  3  2a  口  口   
かぶ顆の葉   5   87．0  55．1   35  3  28   14  10   
はくさい   0．5   244．8  55．6   2．162  3  2b   
キャベツ   3   178．5  55，4   1．190  3  2b   29  30   
こまつな   5   137．7  54．1   323  3  2b   38  40   
きような（みすな）   5   138．0  54．5   34  3  2a   19  20   
テンゲンサイ   5   137．3  53．4   102  3  2a   32  30   
カリフラワー   183．2  52．9   355  3  2b   9   9   

フロツコリー   2   107．1  55．2   150  3  2b   12  10   
レタス   5   112．2  55．9   480  3  2b   30  30   

ねぎ   
0．2   153，0  54．8   244  3  2b   2   2  

4．5   75．7  52．6   60  3  2a   17  20   
にんにく   0．02   20．4  57．6   60  3  2b   0．02  
トマト   2   224．4  55．6   175  3  2a   21  20   

なす   2   209．1  57．1   66  3  2a   12  10   

きゆうり   2   168．3  55．5   98  3  2a   13  10   

ほうれんそう   147．9  55．0   270  3  2b   24  20   
オクラ   77．3  55．4   9  口   
えだまめ   112、2  54．0   2  口   6   

みかん   0．5   321．3  53．7   88  3  2a   5   5   

レモン   2   76．5  54．8   116  3  2b   8   8   

オレンジ   2   198．9  52．1   132  3  2a   18  20   
グレーフフルーツ   300．9  56．4   308  3  2b   32  30   
りんご   2   275．4  54．7   213  3  2a   26  30   
ぶどう   5   234．8  53．5   128  3  2a   46  50   
かき   362．1  56．2   228  3  2a   15  20   

1
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6縫以下  （＞120人）   

食品   MRL  

一打l   （一ル／kFbw／dAV）   

まれいしよ   
（nnm）   

0．3   122．4  16．6   162  3  2b   7   7   

だいこん至臨の租   0．2   127．5  16．2   1．170  3  2b   5   5   

まくさい   0．5   86．7  18．3   2．162  3  2b   8   8   

キャベツ   3   91．8  16．1   1．190  3  2b   51  50   
レタス   
たまねぎ   

5   51．0  16．8   ヰ80  3  2b   4（；  50  

ねぎ   
0．2   102．0  18．4   之44  3  2b   4   4  

4．5   37．6  15．9   60  3  2b   32  30   

トマト   2   153．0  16．0   175  3  2b   57  60   

きゆうり   2   91．4  16．8   98  3  2b   33  30   
ぽラ．れんそラ侶矧好J〟尺J   ／J   βJ．♂  J尻β   タフP  ∫  j払   Jβタ  J占り   

まうれんそう（変更後；MRL）   3   81．6  16．8   270  3  2b   44  40   
みかん   0．5   137．7  16．2   88  3  28   10  10   
レモン   2   25．5  17．3   116  3  2b   9   9   

りんこ   2   182．9  16．2   213  3  2b   68  70  

ー
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（参考）  

これまでの経緯  

初回農薬登録  

ばれいしょ等24農作物に食品衛生法に基づく残留農薬基準を  

環境庁登録保留基準の改定（第二葉菜類等）  

食品衛生法改正に伴う残留農薬基準の告示  

農薬等のポジティブリスト制度の施行  

厚生労働大臣から食品安全委員会長あてに残留基準設定に係る  

食品健康影響評価について要請  

第226回食品安全委員会（要請事項説明）  

平成 7年11月28日  

平成 9年 9月 1日  

平成11年 8月24日  
平成17年11月29日  

平成18年 5月29日  
平成20年 2月12日  

平成20年 2月14日  
第21回農薬専門調査会総合評価第一部会  

第39回農薬専門調査会幹事会  

第243回食品安全委員会（報告）   

～  

第24回農薬専門調査会総合評価第一部会  

農薬専門調査会座長より食品安全委員会委員長への報告  

第252回食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響  

評価について通知  

薬事・食品衛生審議会へ諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品  

部会  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品  

部会  

在京大使館への説明  

WTO通報  

平成20年 5月13日  
平成20年 6月 3日  
平成20年 6月19日  
平成20年 6月19日  
平成20年 8月 6日  
平成20年 8月26日  
平成20年 8月28日  
平成20年 8月29日  

平成20年12月 4日  
平成20年12月 9日  

平成21年 2月 3日  

平成21年 2月16日  

平成21年 3月10日  

／～5月  9日  

平成21年 3月19日  
～  4月17日  

平成22年 1月27日  

食品衛生法第64条に基づく意見の聴取  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品  

部会  
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●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員】   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 教授  

北里大学 副学長 （～平成21年1月22日）  

北里生命科学研究所 感染制御免疫学部門感染情報学研究室  

感染制御学府 教授 （平成21年1月23日～）  

国立医薬品食品衛生研究所 副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科 教書受  

財団法人残留農薬研究所 理事  

星薬科大学薬品分析化学教室 准教4受  

元国立医薬品食品衛生研究所第一室長  

元独立行政法人農業技術研究機構 中央農業総合研究センター  

虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室 教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野 教授  

公立大学法人青森県立保健大学健康科学部 栄養学科長  

独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム  

プログラムリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学 教授  
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佐々木 久美子  

志賀 正和  
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添
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山
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由
 
 

正武  

りえ子  
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鰐渕 英機  

（○：部会長）  
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答申（案）  

アセタミプリド  
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食 品 名   
残留基準値   

Ppm   

鶏の筋肉※  0．01   
その他の きんの筋肉※ （注15）   0．01   
鶏の脂肪※   0．01   
その他の家きんの脂肪 ※   0．01   

鶏の肝臓※   0．05   

その他の家きんの肝臓 ※  0．05   
鶏の腎臓※  0．05   
その他の きんの腎臓 ※   0．05   

鶏の食用部分※  0．05   
その他の家きんの食用部分 ※   0．05   

鶏の卵※   0．01  

※ 畜産物においては、アセタミプリド及び代謝物IM－2－1  

（〝し［（6－クロロー3－ビリジル）メチル］－〟2－シアノアセトア  

ミジン）をアセタミプリドに換算したものの和をいうこ  
とハ   
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（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、  
あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以外  
のものをいう。   

（注2）「その他のきく科野菜」とは、  
きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎ  
く、レタス及びハエブ以外のものをいう。   

（注3）「その他のゆり科野菜」とは、  
ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、  
にら、アスパラガス、わけぎ及びハープ以外のも  
のをいう。  

（注7）「その他のかんきつ類果実」とは、  
かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な  
つみかんの外果皮、なっみかんの果実全体、レモ  
ン、オレンジ、グレープフルーツ、ライム及びス  
パイス以外のものをいう。  

（注8）「その他のベリー類果実」とは、  
ペリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブ  
ラックベリー、ブルーベリー、クランベリー及び  
ハックルベリー以外のものをいう。   

（注9）「その他の果実」とは、  
果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本な  
し、西洋なし、マルメロ、びわ、もも、ネクタリ  
ン、あんず、すもも、うめ、おうとう、ペリー類  
果実、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパイ  
ヤ、アボガド、パイナップル、グアバ、マン  
ゴー 、パッションフルーツ 、なっめやし及びスパ  
イス以外のものをいう。   

（注10）「その他のナッツ類」とは、  

ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アー  
モンド及びくるみ以外のものをいう。   

（注11）「その他のスパイス」とは、  
スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、に  
んにく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごま  
の種子以外のものをいう。   

（注12）「その他のハープ」とは、  
ハープのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パ  
セリの葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のもの  
をいう。  

（注4）「その他のなす科野菜」とは、  
なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以  
外のものをいう。   

（注5）「その他のうり科野菜」とは、  
うり科野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろう  
り、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の  
ものをいう。  

（注（り「その他の野菜」とは、  
野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あ  
ぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科  
野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、  
たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、  
未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス  
及びハーブ以外のものをいう。  

（注13）「その他の陸棲晴乳類に属する動物」とは、  
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の  
ものをいう。   

（注14）「牛、豚、鶏等の食用部分」とは、  
牛、豚、鶏等の食用部分のうち、筋肉、脂肪、肝  
臓及び腎臓を除いた部分をいう。   

（注15）「その他の家きん」とは、  
家きんのうち、鶏以外のものをいう。   
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アセタミプリドに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定  

に対して寄せられたコメントについて  

1． 第128回食品輸入円滑化推進会議（在京大使館への説明）において、  

寄せられたコメント  

（1）募集期間  

平成21年2．月16日～平成21年3月2日  

（2）寄せられた意見数  

1  

「食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一  

部改正（食品中の農薬アセタミプリドの残留基準設定）」に関する意見の  

募集に対して、寄せられたコメント  

2．  

（1）募集期間  

平成21年3月19日～平成21年4月17日  

（2＿）寄せられた意見数  

4  

3． WTO通報（衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基  

づく通報）に対して、寄せられたコメント  

（1）募集期間  

平成21年3月10日～平成21年5月9日  

（3）寄せられた意見数  

1   



（別添）  

アセタミプリド  

番号   ご意見・情報（概略）   

1   〔食品輸入円滑化推進会議でのコメント〕  

アセタミプリドの残留基準が大幅強化されることにより韓国産農産物の対日  

輸出に支障を来すことが憂慮されております。  

唐辛子は韓国の代表的な園芸作物として韓国内で広く栽培されている現状で  

すが、貴国におきましての唐辛子の分類は「その他のなす科野菜」の植物とし  

て分類され基準が現在の2ppmから1ppmに引き上げれば事実上、対日輸出す  

る唐辛子には使用が出来なくなります。  

わが国におけるAcetamipridの基準値は2ppmであり、アブラムシ類、蛾類、  

シラミ類、アザミウマなど広範囲の害虫防除に使われている現状であります。  

今回の設定案に関しましては、一般的に唐辛子に残留する量はピーマン（パブ  

リカ）の痍留量の約2培程度多いことを勘案して頂きましてAcetamipridの貴  

国の「その他のなす科」に関する残留基準を現在の基準値の2ppmに設定され  

ますよう強く要望する次第であります。  

アセタミプリド（Acetamiprid）関する韓国政府としての意見を提出しますので  

何卒よろしくお願い申し上げます。   

2－1   〔以下2ニー4まで、パブリックコメントでの御意見〕  

ア．今回の提案で、食品におけるネオニコチノイド系アセタミプリド残留基準  

値を現行の基準より引き下げることについては評価する。  

その理由として  

（ア）日本のアセタミプリド残留基準値は総じて諸外国よりかなり高い。  

（イ）アセタミプリドは、欧米で規制の対象となったイミダクロプリドと構造が  

よく似たクロロビリジニルネオニコチノイドであり、イミグクロプリドと同様、  

水溶性で残留性が高く、代謝産物にも生物活性がある。イミダクロプリドの残  

留基準値と比べてもアセタミプリド残留基準値はかなり高い。  

（ウ）食品残留ネオニコチノイドが原因と思われる健康障害を我々は平成18年頃  

より少なくとも数百例診断治療している。患者はいずれも、茶飲料および国産  

果物の連続または大量摂取後に、亜急性の頭痛、めまい、吐気、堰吐、胸痛、  

動惇、筋肉痛、筋脱力、振戦、記憶障害、発語障害、意識障害、心電図異常を  

きたし、診断治療にいたるまでに数百日を要した例もあった。全例、茶飲料お  

よび国産果物の摂取禁止とグルクロン酸、グルタチオン、乳酸菌製剤を主体と  

する治療により数日から数十日わ経過で回復した。  

（ェ）我々は発症契機と臨床症状からネオニコチノイド中毒が疑われた7人の非  

喫煙女性の治療経過中の尿を採取し、患者の同意を得た上でイオンクロマトグ  
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ラフイーおよびLC－MSにより、6LChloronicotinicacid（6CNA）の分析を行い、6CNA  

と思われるピークを検出した。現在定性のための確認作業中である．6CNAは、  

クロロビリジニル基をもつネオニコチノイド、すなわちクロロビリジニルネオ  

ニコチノイド（イミグクロブリド、ニテンピラム、アセタミプリド、チアクロ  

ブリド）に特有で共通の尿中代謝産物である。うち1例は前医にてWPW症候群の  

頻脈発作と診断されβブロッカー投与による意識消失発作を繰り返していた。  

原因となったクロロビリジニルネオニ コチノイドとして、日本において単位面  

積当たりの散布量が最も多く、食品残留基準も欧米に比して高く設定されてい  

るアセタミプリドが疑わしい。  

イ．畜産物のアセタミプリド残留基準値に代謝産物IM2－1も含むとしたのは評価  

する。  

ウ．しかし、今回提示されたアセタミプリド残留基準値の下げ幅は不十分であ  

る。  

その理由として、  

（ア）たとえば茶菓においてアセタミプリドは、投与後数日で部分的に代謝され、  

原体としてほとんど検出されなくなる、というデータが出されている（Guptaら、  

Food Chemistrylll（2008）805－810）。この結果はメーカーの提出したデータ  

と矛盾するが、検証に値するものと考える。アセタミプリドは代謝産物にも生  

物活性があるため、アセタミプリドを用いて栽培された植物にアセタミプリド  

原体がほとんど検出されないからといって安全とは限らないこともあるらし  

い。代謝産物が植物体内に大量に存在しているかもしれないことを考慮すれば、  

アセタミプリド残留基準値のADIに対する安全率は、少なくとも10倍多く見積も  

るべきである。すなわち、残留基準値を、現行の10分の1以下にするのが適切  

である。  
し              〕  

（イ）アセタミプリドの残留基準値の設定にあたって、農薬使用基準に基づいて  

栽培された作物の残留値をもとに算出されているが、そもそも、この使用基準  

が適切なものであるかどうかの検討が不十分である。日本の農薬使用基準によ  

れば、欧米の10倍以上の単位面積当たりの量が散布可能である。不必要な過剰  

散布を国が奨励している可能性が、今回の見直しでは検討されていない。見直  

しの前に、まず再度アセタミプリドの使用基準が適正であるか、検討する必要  

がある。  

（ウ）現行の残留基準値では、果物などを多量に摂取するとARfDを超過する。健  

康障害防止の観点からすると、季節的に多量摂取の可能性のある食品、たとえ  

ばぶどう、なし、もも、りんご、みかんなどのアセタミプリド残留基準値は、   
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現行の10分の1以下に下げる必要がある。  

（エ）日本において生産された作物が諸外国へ輸出される場合を考えると、今回  

の改訂基準では、ほとんどの国の基準を満たさない。すなわち、事実上、日本  

の作物の多くは、輸出不可能となる。海外でも人気の高い高品質の作物を輸出  

向けに生産しようとする農家の不利益となる。  

（オ）過去数年間に散布されたアセタミプリドが代謝産物も含めてゼの程度環  

境中および作物中に残留蓄積されているかについて、最近のデータがない。日  

本の果物、野菜の生産の多くは、山梨、長野、群馬など内陸の水源地に近い場  

所で行われており、これらの自治体ではアセタミプリドの使用量が多い。土壌  

への蓄積および水道の原水へのアセタミプリド混入はすでにおこっていると考  

えられる。早急に現状の調査を行い、アセタミプリド残留基準見直しの資料と  

するべきである。予防原則からすれば、環境アセタミプリド汚染がないことが  

確認されるまで、アセタミプリド残留基準値は暫定的に低い値に設定するのが  

適切である。  

（カ）食品残留アセタミプリドによる中毒が強く疑われる患者の発生がみられ  

る。現行のアセタミプリド使用基準に従って作られた作物が原因である可能性  

があり、今回提案された残留値では、今後の患者の発生を抑えることは困難と  

思われる。   

2－2  命令書の案の一部を以下の変更案のように改定すること。  

命令書の変更案  

アセタミプリド（殺虫剤）  

食品名   残留基準値  残留基準値  

（変更案）  （変更案）  

ppm   ppm  

小豆類   0．4   きゅうり   0．5  

えんどう   0．4   かぼちや   0．5  

そら豆   0．4   しろうり   0．5  

らっかせい   0．4   まくわうり   0．5  

その他の豆類   0．4   その他のうり科野菜  0．5  

ばれいしょ   0．05   たけのこ   0．01  

さといも類   0．05   オクラ   0．01  

かんしょ   0．01   しょうが   0． 

やまいも‘   0．05   未成熟えんどう   0．6  

こんにやくいも   0．05   未成熟いんげん   0．6  

その他のいも類   0．01   えだまめ   0，6   
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てんさい  0．01   その他の野菜   3  

だいこん類の根  0．01   なっみかんの果実全体  0．5  

だいこん類の葉  1．2   レモン   0．5  

かぶ類の根  0．01   オレンジ   0．5  

かぶ類の葉  1．2   グレープフルーツ   0．5  

西洋わさび  0．01   ライム   0．5  

クレソン  0．01   その他のかんきつ類果  

実   

はくさい  0．5   りんご   

キャベツ  1．2   日本なし   

芽キャベツ  0．3   西洋なし   

ケール  1．2   マ‾ルメロ   0．01  

こまつな  1．2   甲わ   0．1  

きょうな  1．2   ゞも   1．2  

チンゲンサイ  1．2   あんず   0．2  

カリフラワー  すもも   0．2  

ブロッコリー  1．2   うめ   1．2  

その他のあぶらな科野  おうとう   1．2  

菜  

ごぼう  0．01   いちご   0．6  

サルシフイー  0．01   ブルーベリー   1．6  

アーティチョーク  0．01   クランベリー   0．01  

しゆんぎく 3   その他のベリー類果実  1．6  

レタス  3   ぶどう   0．2  

たまねぎ  0．02   綿実   0．3  

にら   4．5   茶   5  

にんじん   0．01   その他のスパイス   0．2  

パースニップ   0．01   その他のハ∵プ   3  

みつば   3   牛の筋肉   0．01  

その他のせり科野菜   3   豚の筋肉   0．01  

トマト   0．2   その他の陸棲哺乳類に  

属する動物の筋肉   

ピーマン   0．2   牛の肝臓   0．1  

なす   0．2   豚の肝臓   ・1  

その他のなす科野菜   0．2  その他の陸棲哺乳類に 0．1   
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属する動物の肝臓  

理由：  

アセタミプリドのMRLは、残留基準案、現行基準、国際基準のうち最も低い値に  

設定されるべきである。  

そもそも、本改定は野菜・果物の大量摂取によるアセタミプリド中毒患者発生  

の報告を受けて行われたものである。本改定はアセタミプリドのMRLをGAPの範  

囲内で可能な限り低くすることが本旨でなければならない。現行基準、残留基  

準案、国際基準の全てが、GAPに準じた作残試験から得られた値なので、その中  

の最小値をアセタミプリドのMRLとすることに、技術的な問題は全くない。  

野菜・果物の大量摂取によるアセタミプリド中毒患者は確立されたものでない  

ことは事実である。しかし、厚労省の薬害の発生の歴史を紐解けば、水俣病、  

スモン、サリドマイド、イタイイタイ病、薬害HIV、薬害肝炎、化学物質過敏症、  

シックハウス症候群など、いずれも問題の発生時に対策を講じていれば被害者  

の増大を防げた可能性のある例の枚挙に暇がない。  

厚労省医薬食品局食品安全部基準審査課は、それら前例を認識し、未発の被害  

を防ぐため現時点で必要十分な対策を講じる責任と義務がある。アセタミプリ  

ドの残留基準値（変更案）は、現在の技術で実現可能であり、極めて実効性が  

高い。  

以上の理由から、命令書の実の一部を上記の変更案にする必要がある。  

補足意見：  

（1）本改定はあくまでも暫定的な改定である。アセタミプリドのMRLの更なる低  

減に向け、産官学が共同して研究・改善を続ける必要がある。特にGAPの見直し  

は急務である。  

（2）アセタミプリドはネオニコチノイド系殺虫剤の一つである。共通の作用機  

序を有する他のネオニコチノイド系殺虫剤との相乗・相加作用について詳しく  

知られていないので、官学が共同して研究する必要がある。  

（3）ネオニコチノイド系殺虫剤がミツバチの大量死の原因である可能性が指摘  

されている。近年のミツバチの大量死と、アセタミプリドなどネオニコチノイ  

ド系殺虫剤の使用との関連について十分な調査と対策が必要である。  

（4）今回の改訂では急性参照要量（ARfD）が設定されているにも拘らず、アセ  

】町   
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タミプリドの短期曝露量が審査されていない。従来のADIの計算だけでは不十分  

である。短期曝露量の評価は、1日あたりの最大摂取量（97．5パーセンタイル）  

とMRLの積がARfDの80％を下回らなければならない。   

EUの計算方法と、EUの食品の最大摂取量（97．5パーセンタイル）を用いて、  

残留基準値案を評価したところ、りんご（142％）、なし（128％）、もも（120％）、  

ぶどう（122．5％）、トマト（100％）などで、子供のIESTI／ARfD値が80％を超  

過した。安全性に問題があることを示唆する。一方、残留基準値（変更案）で  

評価した場合、いずれも80％を下回った。これも残留基準値（変更案）を採用  

すべき理由である。  

（5）使用方法を海外（米国）と比べると、単位面積当りの使用量が、日本の方  

が米国よりも過剰であるケースが多い。例えば、ブドウの場合、米国では0．051b  

ai／A（5．6g ai71000m2）だが、日本では70g ai／1000m2が上限である。日本の  

単位面積当りの使用量は、実に米国の12．5倍である。ブドウにおける日本での  

過剰な使用量の設定が、米国の10倍以上の残留値となり、10倍以上の残留基準  

が要請されたのである。ブドウは米国でも日本でもブドウである。   

米国の使用量で殺虫効果が得られるのであれば、日本でも実施可能である。  

他にも、リンゴや桃（4．2倍）、ジャガイモやトマト（3．6倍）、メロン類（2．7  

倍）、かんきつ類（2．5倍）、イチゴ（2．1倍）など大部分の作物の使用量が、  

米国よりも過剰に設定されている。GAPは、そもそも環境や収穫物への農薬の残  

留を最小に抑える  

ための方法と規定されている。過剰な農薬の使用は、収穫物のみならず、環境  

への過剰な農薬の残留となり、ミツバチの大量死との関連もありうる。日本の  

使用方法をGAPに即したものに改定すべく行政指導を行う必要がある。  

（6）野菜・果物の大量摂取によるアセタミプリド中毒患者は、未報告だからな  

いのではなく、その認識がないから報告がないのである。アセタミプリド中毒  

の症例報告には、頻脈、脱力感、血圧低下、体温低下、代謝性アシドーシス、  

発作性心房発作が認められた（戸谷ら、中毒研究21：387－390、2008）。アセタ  

ミプリドはニコチン受容体に作動する。心電図異常はアセタミプリド中毒の重  

要な症状と考えられる。心電図のない動物の一般薬理試験の結果を、人の臨床  

報告よりも重要視することは、本末転倒である。さらに患者の尿からSCNが検出  

された。シアンがアセタミプリドから生成し、アシドーシスを引き起こした可  

能性がある。化学物質過敏症やシックハウス症候群も、その実態が理解される  

までないとされていた。  

水俣病の原因解明が遅れたことが、患者の増大を生み、解決の長期化の原因に   
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もなった。厚労省は、緊急に、野菜・果物の大量摂取によるアセタミプリド中  

毒を調査する研究班を設置し、十分な人員と費用と時間を掛けて解明する必要  

がある。  

アセタミプリドの基準値案で削除が提案されております、クランベリー、マル  

メロ、えんどう、そらまめにつきましては、米国からの輸入があるため、残留  

基準値を維持して頂きますよう要望致します。米国でこれらの作物の基準値を  

支持する作物残留試験成績（いちご、りんご・なし、豆類）を提出する用意が  

ありますのでご検討下さい。  

2－3  

下記の理由により再検討をお願い申し上げます。   

前回のパブリックコメント※1）にあるように、現行の規制下で健康被害が起き  

ております。   

増加の一途をたどり、社会問題となっているシックハウスや過敏な患者は、  

食べるものもなくなり困窮しているのです。今回の改定は大変残念な結果です。   

今回提示された数値では、現行とあまり変わらないため、今後さらなる被害  

の拡大を防ぎえないと大変憂慮しております。   

メーカー資料、「アセタミプリド（モスピラン）の毒性学的安全性」の生体の  

機能に及ぼす影響の一般薬理試験の結果と、患者のアセタミプリドによる長期  

微量／反復摂取による症状は酷似しています。   

アセタミプリドの一般薬理試験（農薬時代第173号 P35）  

・自律神経系に対する作用：血圧降下、散瞳及び胃腸管運動抑制等  

・骨格筋に対する作用：筋弛緩作用  

・中枢神経に対する作用：振戦及び自発運動量減少  

・その他の作用：抗利尿作用  

・これらの作用は、主として神経系、特に自律神経節及び神経筋接合部による  

遮断作用と考えられる。   

また、メーカー資料、・マツグリーン液材2によれば、アセタミプリドは蒸気圧  

が低く、散布した作物から大気への移行は少なく、土壌中や河川水中では微生  

物などによって速やかに分解されるため、土壌・水系汚染の可能性が少ない薬  

剤と説明されています。   

しかし、国立機関（高等専門学校）の研究報告によれば、産地では連作障害  

防止のために徹底した土壌消毒を行っており、土壌生態系は破壊され、残留農  

薬の自然水域への流出や農作業者の健康被害も懸念されています※2）。   

微生物の少ない環境は自然界で多く存在し、そういった場所の汚染が懸念さ  

れます。   

〈例〉  

・殺菌剤を使用している畑から地下水を通る。  

2－4  

’■■■1■  T「  

ll   
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・その成分だけでは蒸気圧が低いが、水に溶け水と共に蒸発し雨になり関係の  

ない場所に落ちる。  

・雨水に溶け込んだ成分が、そのまま河川に入り飲料水の取水口に届く。  

実際に、土壌汚染や水系汚染の拡散の結果と考えられる、ミネラルウオータ  

ーや農薬不使用の土地の作物で、ここ半年の間に、アセタミプリドと思われる  

症状を訴え、食べられなくなった人の体験が多く寄せられています。  

前回の6通のパブリックコメント※1）を含め、実際に健康被害が起きているこ  

とを重視した再検討を強く望みます。  

注※1）：食品安全委員会でのパブリックコメント（意見提出者に問合せ）  

※2）：消毒剤等の使用によって、土壌の活性が落ち、菌による分解もされにく  

くなっているとする御意見。   

3   〔WTO通報に対するコメント〕  

厚生労働省がクランベリーにおける現在のアセタミプリドの基準値5ppmの  

MRLを削除しようとしているが、米国では、残留実態を踏まえて、0．6ppmの  

基準値が設定されています。再考して下さい。（原文英語のため要約）   
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